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不動産利活⽤から始まる、広がる、街づくり

そんなお悩み
アセット・プランニング
にお任せください︕

【事業スキーム】

借料⽀払

ＡＰ
投資

建物建設

借地契約
賃貸契約⼟地

オーナー様

≪遊休地提供≫

【詳しくは・・・】 ＮＴＴ⻄⽇本アセット・プランニング 四国⽀店 ☎089-909-4488 ＮＴＴＡＰ

店舗等誘致

健康ライフは、ご家族みんなで お⼿軽ゴルフ︕
アフタヌーン割引 実施中︕
平⽇12時〜18時

【曜⽇別サービスデー】 9時〜22時
◇ ⽉曜⽇ シニアサービスデー（65歳以上）
◇ ⽕曜⽇ レディースサービスデー
◇ ⽇曜⽇ ヤングサービスデー（30歳以下）

【ジュニア⽀援】 18歳まで
◇ 全 ⽇ 60分 500円（2階打席）

【スクール⽣募集】
★ ⼥性ゴルファー⽣徒募集中︕ 初⼼者の⽅⼤歓迎 ※貸しクラブ無料

【お問合せ】 ⼭越ゴルフガーデン ☎089-926-2000 ＮＴＴＡＰ

60分
700円

※⾦額表⽰は 2025年1⽉現在

＜⼟地オーナー様のメリット＞
◆ ⼟地管理費の軽減
◆ 安定した不動産収⼊

◆ 地域の発展に貢献

こんなことでお悩みではないですか︖
● ⼟地を相続したが、どう利活⽤していいかわからない・・・
● 固定資産税を払うだけの遊休地になってしまっている・・・

● 除草など、管理が⼤変で困っている・・・

2024-AP-42
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
良
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
電
友
会
四
国
地
方
本
部
・
愛
媛
電
友
会
・

香
川
電
友
会
・
徳
島
電
友
会
・
高
知
電
友
会
の
諸
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
日
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
震
度

７
の
能
登
半
島
地
震
、
４
月
に
愛
媛
・
高
知
を
中
心

と
し
た
震
度
６
弱
の
豊
後
水
道
地
震
、
ま
た
、
８
月

に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注
意
」

が
出
さ
れ
た
震
度
６
弱
の
日
向
灘
地
震
が
発
生
し
た

他
、
６
月
か
ら
の
記
録
的
猛
暑
、
さ
ら
に
は
９
月
の

能
登
半
島
豪
雨
等
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ン
ド
・
中
国

で
の
大
規
模
洪
水
や
ア
メ
リ
カ
・
南
米
で
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
や
山
火
事
、
台
湾
で
の
大
規
模
地
震
、
世
界

各
地
で
の
猛
暑
や
干
ば
つ
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
防
災
へ
の
備

新
年
の
ご
挨
拶電

友
会
四
国
地
方
本
部

本
部
長　

吉
岡　

広
志

え
の
重
要
性
を
感
じ
た
一
年
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
四
国
電
友
会
に
お
き
ま
し
て
は

四
国
地
方
本
部
及
び
各
県
電
友
会
総
会
・
懇
親
会
を

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し
、
旅
行
会
、
ゴ
ル
フ
等
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
囲
碁
、
俳
句
、
釣
り
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
テ
ニ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等
々
の
各
種
サ
ー
ク
ル
で

会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
、
健
康
で
あ

る
こ
と
や
日
常
生
活
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
国
電
友
会
で
は
多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
電
友
会
本
部
の
第
34
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
賞
並
び
に
第
10
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

功
労
賞
の
表
彰
式
が
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
国

か
ら
は
徳
島
の
濵
順
子
さ
ん
と
愛
媛
の
曽
我
部
正
美

さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
を
、
愛
媛
の
長
井
攝

子
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
３
名
の
方
以
外
に
も
愛
媛
で
の
道
後

環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
、「
松
山
電
信
発
祥
の
地
」
石

碑
周
辺
清
掃
、香
川
で
の
峰
山
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

徳
島
で
の
吉
野
川
河
川
敷
清
掃
、
ま
ち
な
か
花
ロ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
高
知
で
の
帯
屋
町
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
花
壇
の
花
植
え
、
野
市
あ
じ
さ
い
街
道
清
掃

等
々
に
数
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
が
電
友
会
活
動
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、長
年
の
課
題
で
あ
る

会
員
の
減
少
傾
向
は
現
在
も
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
楽
し
く
実
り
あ
る
活
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
も
皆
様
の
同
僚
や
後
輩
、
ま
た
お
知
り
合

い
で
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
に
お
声
掛
け
い
た
だ

き
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
新
中
期
経
営
戦
略
と
し

て
、「
新
た
な
価
値
の
創
造
と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
社
会
を
支
え
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
」、「
お
客
様
体
験

（
Ｃ
Ｘ
）
の
高
度
化
」、「
従
業
員
体
験
（
Ｅ
Ｘ
）
の

高
度
化
」
の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
に
よ
る

新
た
な
価
値
創
造
や
循
環
型
社
会
の
実
現
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
四
国
電
友
会
と
し
て
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
の
事
業
動
向
を
理
解
し
応
援
し
て
い
く
と

と
も
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

等
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
出
来
る
限
り

の
協
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
電
友
会
の
活
動

に
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
様
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
様
に

対
し
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
会

員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
四
国
電
友
会

の
皆
さ
ま
に
は
、
つ
つ
が
な

く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
事
業
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
能
登
半
島
地
震
や
日
向
灘
の
地
震
で
南

海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
が
初
め
て
発
令
さ
れ
る
な
ど
、

改
め
て
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、
経
済
状
況
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る

と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
を
取

り
巻
く
環
境
で
す
が
、
直
近
の
２
０
２
４
年
度
第

２
四
半
期
決
算
で
は
、
対
前
年
で
固
定
音
声
関
連
収

入
の
減
少
や
能
登
震
災
対
応
費
用
の
支
出
、
将
来
の

持
続
的
成
長
に
向
け
た
先
行
施
策
の
一
部
実
施
等
に

よ
り
、
減
収
・
減
益
の
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
対

計
画
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
収
入

２
０
２
５
年　

新
春
あ
い
さ
つ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本 

四
国
支
店

支
店
長　

鈴
木　

裕
二
郎

増
や
継
続
的
な
コ
ス
ト
削
減
努
力
等
、
社
員
の
頑
張

り
の
お
か
げ
で
、
営
業
収
益
・
利
益
と
も
に
プ
ラ
ス

と
な
り
ま
し
た
。

　

四
国
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
と
地
域
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
、「
社
員
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
仕
事

が
で
き
る
組
織
づ
く
り
」
を
通
じ
、「
成
長
分
野
の

さ
ら
な
る
拡
大
」
と
「
通
信
・
既
存
事
業
の
変
革
・

効
率
化
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

営
業
分
野
で
は
、
お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
の
も

と
、
フ
ロ
ン
ト
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
一
体
と
な
り
、

お
客
さ
ま
目
線
で
の
営
業
活
動
を
継
続
し
た
こ
と

が
、
さ
ら
な
る
評
価
・
信
頼
に
結
び
付
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
10
Ｇ
の
フ
レ
ッ

ツ
光
ク
ロ
ス
を
愛
媛
松
山
エ
リ
ア
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
1
月
に
は
今
治
・
新
居
浜
・

西
条
も
提
供
エ
リ
ア
の
拡
大
を
予
定
し
て
い
ま
す

し
、
四
国
エ
リ
ア
で
順
次
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い
く

方
向
で
す
。

　

設
備
分
野
で
は
、
日
常
の
通
信
設
備
の
保
守
運
用

は
も
と
よ
り
、
光
回
線
電
話
等
へ
の
能
動
的
な
メ
タ

ル
ケ
ー
ブ
ル
の
マ
イ
グ
レ
対
応
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
台
風
10
号
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

鹿
児
島
に
対
し
て
、
被
災
後
の
現
地
支
援
で
の
復
旧

作
業
に
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
退

職
者
交
流
会
・
地
域
交
流
会
」、「
各
種
社
会
貢
献
活

動
」
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
や
先
輩
方
と
の
交
流
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
も
、
気
持

ち
を
新
た
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
素
晴
ら
し
い
伝
統

を
継
承
し
つ
つ
、お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
積
み
重
ね
、

日
々
前
向
き
に
取
り
組
み
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー

プ
と
地
域
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
新
た
な
挑
戦
を
ぜ
ひ
ご

支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
四
国
電
友
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
本

年
が
会
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

　

令
和
６
年
度　

支
店
長
表
彰
受
賞
者

令
和
６
年
度　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長

　
　

表
彰
受
賞
者
の
決
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
の
受
賞
者
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職

後
、
多
年
に
わ
た
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
対
象
に
感
謝
状
等
の
贈
呈
が
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
主
催
の
「
退
職
者
交
流

会
」
に
お
い
て
各
県
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
支
店
長
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
賞
者

の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
賞
模
様
は
今
月
号
及
び
４
月
号
の
支
部

だ
よ
り
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

県
支
部

受　

賞　

者

愛　

媛

黒
石　

敬
博
様
、
竹
田　
　

勇
様

香　

川

大
西　
　

宏
様

徳　

島

三
崎　

賢
紀
様

高　

知

和
田　

由
美
様

ぜひご参加ください。
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お
知
ら
せ

☆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
新
四
国
支
店
ビ
ル
竣
工
に

伴
う
電
友
会
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
新
四
国
支
店
ビ
ル
が
昨
年
12
月

に
竣
工
し
た
こ
と
に
伴
い
、
四
国
地
方
本
部
及
び
愛

媛
電
友
会
の
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。
移
転
日
は
１

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
住
所
は
愛
媛

県
松
山
市
一
番
町
四
丁
目
２
番
地（
旧
電
報
棟
跡
地
）

で
す
。

　

新
四
国
支
店
ビ
ル
は
６
階
建
て
で
、
ビ
ル
南
側
の

二
番
町
通
り
（
漱
石
先
生
の
み
ち
）
に
面
し
た
１
階

に
は
夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
記
念
碑
や
松
山
中
学
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
だ
っ
た
ユ
ー
カ
リ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

展
示
す
る
歴
史
ゾ
ー
ン
（
仮
称
）
を
設
置
し
て
市
民

に
開
放
す
る
ほ
か
、
現
在
四
国
支
店
敷
地
内
に
あ
る

「
ゆ
め
み
い
よ
保
育
園
」
も
移
設
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
四
国
支
店
ビ
ル
（
昭
和
35
年
築
）

は
今
後
、
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
跡
地

に
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
一
番
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称

し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ー
バ
ン
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
四
国
地
方
で
取
り
組
む
初
の
複

合
開
発
事
業
で
あ
り
「
働
く
」「
住
む
」「
集
う
」
と

い
っ
た
多
様
な
活
動
の
場
や
人
々
が
交
流
で
き
る
空

間
と
し
て
、
地
域
の
持
続
的
な
成
長
の
き
っ
か
け
と

な
る
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

２
０
２
８
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
２
０
２
６
年
度
に
着
工
予
定

と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
11
月
20
日
㈬
、
四
国
支
店
ビ
ル
付
属
棟
入
口
に

あ
る
「
慰
霊
の
碑
」
の
「
昇
魂
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
慰
霊
の
碑
」
は
、
昭
和
55
年
、
全
国
ダ
イ
ヤ
ル
自
動
化

１
０
０
％
を
達
成
し
た
年
に
あ
た
り
四
国
管
内
で
殉
職
し
た
職
員
61

人
の
功
績
を
た
た
え
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
昇
魂
祭
」
で
は
、
伊
佐
爾
波
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事
に
続
き
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
木
田
事
業
推
進
室
長
は
じ
め
関
係
者
に
よ

る
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
慰
霊
の
碑
」
は
新
四
国
支
店
ビ
ル
１
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
パ
ネ
ル
に
し
て
設
置
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

《昇魂祭模様》

《新四国支店ビル完成パース》

《四国電友会川岸事務局長玉串奉奠》《伊佐爾波神社宮司の祝詞奏上》
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２
０
２
４
年
度
第
１
四
半
期
決
算
会
見
で
島
田
社

長
が
自
ら
装
着
し
、
記
者
に
も
そ
の
場
で
体
験
い
た

だ
い
た
「
ｎ
ｗ
ｍ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
ヌ
ー
ム 

ワ
ン
）」
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

穴
の
空
い
た
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
よ
う
な
見
た
目
の
本

製
品
は
、
音
響
関
連
事
業
会
社
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
ノ

リ
テ
ィ
が
展
開
す
る
音
響
ブ
ラ
ン
ド「
ｎ
ｗ
ｍ（
ヌ
ー

ム
）」
が
発
売
し
た
「
耳
ス
ピ
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち

の
一
つ
で
す
。

～
音
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

　
　
　

共
存
を
叶
え
る
「
耳
ス
ピ
」
～

　

耳
ス
ピ
と
は
、
耳
ス
ピ
ー
カ
ー
の
略
で
、
ま
る
で

耳
元
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
あ
る
か
の
よ
う
な
広
が
り
の

あ
る
聴
こ
え
方
が
特
長
の
オ
ー
プ
ン
イ
ヤ
ー
型
デ
バ

イ
ス
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
＆
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
所
が
開
発
し
た
音
響
信
号
処
理
技
術
で

あ
る「
Ｐ
Ｓ
Ｚ（
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
サ
ウ
ン
ド
ゾ
ー

ン
）」
技
術
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
周
囲
へ
の
音
漏

れ
を
抑
制
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
完
全
ワ
イ
ヤ
レ
ス

タ
イ
プ
や
有
線
タ
イ
プ
の
耳
ス
ピ
を
発
売
し
て
き
ま

し
た
。

　

２
０
２
４
年
７
月
に
発
売
し
た
ｎ
ｗ
ｍ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ

は
、ブ
ラ
ン
ド
初
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
タ
イ
プ
で
す
。

中
高
域
用
と
低
域
用
の
二
つ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
搭
載

す
る
こ
と
に
よ
り
、
見
た
目
か
ら
は
想
像
の
つ
か
な

い
豊
か
で
迫
力
の
あ
る
音
質
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

◆
島
田
社
長
よ
り

　

見
た
目
か
ら
画
期
的
で
、
音
漏
れ
も
し
な
い
の

に
は
、
自
社
の
技
術
な
が
ら
驚
き
で
す
。
音
質
も

二
つ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
か
げ
で
、
非
常
に
優
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
耳
ス

ピ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｐ
Ｓ
Ｚ
技
術
の
他
に
も
う
一
つ
、
必
要
な
音
だ
け
ク

リ
ア
に
届
け
る
特
許
技
術
「
Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ 

Ｆ
ｏ
ｃ

ｕ
ｓ 

Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
」
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
通
話
の
際
、
周
囲
の
雑
音
を

カ
ッ
ト
し
て
自
分
の
声
だ
け
を
相
手
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
約
１
８
５
グ
ラ
ム
と
非
常
に
軽
量
で

疲
れ
に
く
い
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

耳
を
ふ
さ
が
な
い
の
に
音
漏
れ
も
気
に
な
ら
な
い

耳
ス
ピ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
や
耳
の

健
康
問
題
を
解
決
し
、
新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方

の
可
能
性
を
広
げ
ま
す
。
例
え
ば
、
好
き
な
音
楽
や

ラ
ジ
オ
を
高
音
質
で
楽
し
み
な
が
ら
、
周
囲
の
音
や

家
族
・
友
人
の
呼
び
か
け
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
の
イ
ヤ
ホ
ン
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
よ
う
に
耳
元
を

密
閉
し
な
い
た
め
、
耳
が
蒸
れ
ず
、
一
日
中
着
け
て

い
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
周
囲
と「
共
存
」

で
き
る
耳
ス
ピ
を
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の
生
活
に
も
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《「いい音流れてます。」と島田社長》

《開放的で軽量。一日中着けていられる。》

《耳をふさがないから会話もできる。》

☆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
記
者
会
見
で
紹
介
さ
れ
た

　

｢
ｎ
ｗ
ｍ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ｣

と
は
？
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最
近
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し
た
投
資
詐
欺
や
ロ
マ
ン
ス

詐
欺
の
被
害
が
全
国
的
に
急
増
し
て
お
り
、
四
国
内

に
お
い
て
も
そ
の
被
害
は
深
刻
で
す
。
こ
れ
ら
の
詐

欺
は
非
常
に
巧
妙
で
、
１
件
当
た
り
の
被
害
額
が

１
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
な
ど
高
額
な
被
害
に
な

る
場
合
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

四
国
電
友
会
員
の
中
に
は
、
投
資
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
や
実
際
に
株
式
な
ど
の
投
資
を
し
て
い
る
方

が
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
回
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐

欺
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、し
っ
か
り
と
手

口
を
理
解
し
て
、
詐
欺
の
被
害
か
ら
ご
自
身
と
周
り

の
人
、
そ
し
て
大
切
な
老
後
の
資
金
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

１　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
と
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
著
名
人
の
名
前
・
写
真
を

悪
用
し
た
嘘
の
投
資
広
告
を
出
し
た
り
、「
必
ず
も

う
か
る
投
資
方
法
を
教
え
ま
す
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
な
ど
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
誘
導
し
、
投
資
に

関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
を
重
ね
て
被
害
者

を
信
用
さ
せ
、最
終
的
に
「
投
資
金
」
や
「
手
数
料
」

な
ど
と
い
う
名
目
で
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

手
段
に
よ
り
金
銭
等
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
で
す
。

　

一
度
だ
ま
さ
れ
る
と
、
詐
欺
と
気
付
く
ま
で
、
お

金
を
何
度
も
振
り
込
ん
で
し
ま
い
、
１
、０
０
０
万

円
以
上
の
高
額
被
害
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
数
多

く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
利
用
の

実
態

　

最
近
の
特
殊
詐
欺
は
、
被
害
件
数
が
減
少
し
た
の

に
被
害
金
額
が
増
加
し
、
1
件
当
た
り
の
被
害
額
が

高
額
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
原
因
は
、

振
込
金
額
上
限
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
」
の
悪
用
が
増
え
て
い
る
た
め

で
す
。

３　

手
口
の
一
例

⑴ 　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
Ｆ
Ｘ
投
資
の
上
昇
、
下
降
を
予
測

す
る
方
法
」「
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」「
気
に
な
る

方
は
広
告
を
ク
リ
ッ
ク
」
な
ど
の
投
資
を
煽
る
広

告
を
タ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

⇐

⑵　

犯
人
側
と
の
接
触
『
グ
ル
ー
プ
に
招
待
』

　
　
　
　
　
　
　

⇐

⑶　

儲
か
っ
て
い
る
な
ど
サ
ク
ラ
が
投
稿

　
　
　
　
　
　
　

⇐

⑷ 　

投
資
家
や
そ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
名
乗
る
者
か

ら
被
害
者
に
振
込
指
示

　
　
　
　
　
　
　

⇐

⑸ 　

振
込
終
了
後
、
偽
の
利
益
（
グ
ラ
フ
）
を
掲
載

し
、
そ
の
一
部（
少
額
）を
被
害
者
の
口
座
へ
振
込

　
　
　
　
　
　
　

⇐

⑹ 　

高
額
の
偽
利
益
を
表
示
。
被
害
者
が
全
額
引
出

（
解
約
）
を
申
出
る
と
手
数
料
な
ど
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　

⇐

⑺ 　

詐
欺
を
疑
っ
た
り
、
警
察
へ
の
通
報
を
告
げ
る

と
、
突
然
相
手
か
ら
連
絡
が
途
絶
え
る

４　

�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
の
被
害
発
生
状
況�

（
令
和
６
年
１
月
～
９
月
末
）【
全
国
】

〇
認
知
件
数　

５
、０
９
２
件

　
（
前
年
同
期
比　

＋
３
、７
７
１
件
）

〇
被
害
総
額　

約
７
０
３
．４
億
円

　
（
前
年
同
期
比　

＋
５
５
２
．６
億
円
）

　

～
前
年
同
期
比
の
４
．７
倍

※
特
色

◦ 

１
件
あ
た
り
の
平
均
被
害
額
は
、 

約
１
、３
８
１
万
円

◦ 

被
害
者
は
、
50
～
70
代
が
全
体
の
６
７
．４
％

ち
な
み
に
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
な
ど
特
殊
詐
欺
の

☆
「
著
名
人
に
よ
る
無
料
の
投
資
セ
ミ
ナ
ー
」

　

「
必
ず
も
う
か
る
」
な
ど
、

　
　
　
　

甘
い
言
葉
に
ご
用
心
！

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店

相
談
役　

河
野　

数
豊
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年
間
被
害
額
は
14
年
の
５
６
５
億
５
千
万
円
が
過

去
最
悪
で
、
既
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
が
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

５　

被
害
の
特
徴

⑴　

性
別
年
齢
別

男
女
共
に
50
～
70
歳
代
の
被
害
が
半
数
超
え

⑵　

被
害
者
と
の
当
初
の
接
触
手
段

　

◦
男
性　

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
、
投
資
サ
イ
ト
の
順

　

◦
女
性　

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
投
資
サ
イ
ト
の
順

⑶ 　

被
害
時
の
連
絡
ツ
ー
ル
（
騙
し
行
為
の
際
の
主

た
る
通
信
手
段
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
大
半

⑷　

被
害
金
の
主
た
る
交
付
形
態

振
込
が
大
半
で
、
次
に
暗
号
資
産

⑸　

被
害
額
の
分
布

５
０
０
万
円
以
下
が
主
で
す
が
、
中
に
は
１
億
円

超
の
被
害
も

６　

気
を
付
け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
投
資
に
つ
い
て
は
、

お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
１
つ
で
も
当
て
は

ま
っ
た
ら
、
お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
迷
わ
ず
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑴ 　

投
資
先
が
実
在
し
て
い
る
か
・
国
の
登
録
業
者

か
ど
う
か

　

紹
介
さ
れ
た
業
者
が
、
実
在
す
る
安
全
な
業
者
か

ど
う
か
見
分
け
る
た
め
、
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に

登
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
業
者
は

金
融
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

無
登
録
で
の
金
融
商
品
取
引
業
や
暗
号
資
産
交
換

業
は
違
法
で
す
の
で
、
無
登
録
業
者
と
取
引
を
行
わ

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
❶

金
融
庁
無
登
録
業
者
と
の
取
引
は
要
注
意
‼

～
無
登
録
業
者
と
の
取
引
は
高
リ
ス
ク
～

⑵ 　
「
必
ず
も
う
か
る
」「
あ
な
た
だ
け
」
と
い
っ
た

文
言
に
注
意

　

犯
罪
者
は
、
こ
う
し
た
言
葉
を
巧
み
に
操
っ
て
あ

な
た
の
心
に
付
け
込
ん
で
き
ま
す
。「
必
ず
も
う
か

る
」「
確
実
に
利
益
が
出
る
」と
い
っ
た
儲
け
話
や「
あ

な
た
だ
け
」
に
教
え
る
投
資
の
勧
誘
と
い
っ
た
誘
い

は
、
ま
ず
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
❷

「
必
ず
」「
確
実
」「
あ
な
た
だ
け
」
と
言
わ

れ
た

⑶ 　

投
資
を
勧
め
て
い
る
「
著
名
人
」
が
な
り
す
ま

し
で
な
い
か

　

著
名
人
な
ど
に
な
り
す
ま
し
た
詐
欺
広
告
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま

す
。

　

著
名
人
が
無
料
で
投
資
教
室
を
開
催
し
た
り
、
確

実
に
利
益
が
出
る
投
資
話
を
無
料
で
教
え
た
り
す
る

こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
を
振
り
込
ん

だ
り
す
る
前
に
、
な
り
す
ま
し
で
は
な
い
か
ま
ず
疑

い
、
本
人
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
発
信
情
報
な

ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
❸

「
著
名
人
に
よ
る
」「
無
料
の
」
投
資
教
室

で
あ
る
。
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
の
発
信

が
な
い

⑷ 　

投
資
に
関
係
す
る
「
暗
号
資
産
」
や
「
投
資
ア

プ
リ
」
等
が
実
在
す
る
か

　

実
在
し
な
い
架
空
の
「
暗
号
資
産
」
へ
の
投
資
を

勧
め
ら
れ
た
り
、
偽
物
の「
投
資
ア
プ
リ
」を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
必
ず
、
勧
め
ら
れ
た
暗
号
資
産
や
投
資
ア
プ

リ
の
名
前
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
ま
し
ょ
う
。

　

詐
欺
に
使
用
さ
れ
て
い
る
架
空
の
暗
号
資
産
で
あ

る
こ
と
や
、
偽
物
の
投
資
ア
プ
リ
で
あ
る
こ
と
が
口

コ
ミ
等
で
分
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
❹

検
索
し
て
も
、
勧
め
ら
れ
た
「
暗
号
資
産
」

や
「
投
資
ア
プ
リ
」
が
出
て
こ
な
い
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⑸　

振
込
先
の
口
座
に
不
審
な
点
が
な
い
か

　

一
般
的
に
、
投
資
話
が
本
物
で
あ
れ
ば
、

① 　

振
込
先
と
し
て
個
人
名
義
の
口
座
を
指
定
さ
れ

る
こ
と

② 　

振
込
先
の
口
座
が
振
込
の
た
び
に
変
わ
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
ち
ら
か
ま
た
は
両
方
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

詐
欺
を
疑
い
、
迷
わ
ず
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
❺

個
人
名
義
の
口
座
を
指
定
さ
れ
た
。�

振
込
先
の
口
座
が
振
込
の
た
び
に
変
わ
っ

て
い
る

⑹ 　

相
手
か
ら
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

を
開
設
し
て
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

で
送
金
し
て
」
と
誘
導
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
詐
欺
を

疑
っ
て
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
は
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
手
続
き
が
で
き
る
た
め
、
詐
欺
と
気
が
つ
く
ま

で
何
度
も
繰
り
返
し
振
り
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で

す
。

　

一
度
振
り
込
ん
で
し
ま
う 

と
、
お
金
を
取
り
戻
そ
う
と
、 

あ
と
に
引
け
な
く
な
っ
て
し 

ま
う
ケ
ー
ス
も
。

ポ
イ
ン
ト
❻

誘
導
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク�

の
開
設
・
送
金
は
要
注
意
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☆
令
和
６
年
度

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
本
部
表
彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
本
部
表
彰

　

２
０
２
４
年
11
月
13
日
㈬
東
京
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
、「
第
34
回
電
友
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
賞
」（
個
人
表
彰
29
名
、
団
体
表
彰
２

団
体
）
並
び
に
「
第
10
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
功
労
賞
」（
個
人
表
彰
２
名
、
団
体
表
彰
４
団
体
）

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
国
か
ら
は
徳
島
県
海
陽
町
在
住
の
濵
順
子
さ
ん

と
愛
媛
県
今
治
市
在
住
の
曽
我
部
正
美
さ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
を
、
愛
媛
県
松
山
市
在
住
の
長
井

攝
子
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
電
友
会
本
部
髙
部
会
長
か
ら
皆
様
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
後
、
全
受
賞
者
を
代
表
し
て

長
井
攝
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
皇
居
が

一
望
で
き
る
会
場
で
全
国
の
受
賞
者
の
皆
様
と
和
や

か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

電
友
会
本
部
髙
部
会
長
挨
拶
と
受
賞
さ
れ
た
３
名

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

《表彰会場》

《左から　吉岡本部長・濵順子さん・曽我部正美さん・長井攝子さん・川岸事務局長》

《表彰紹介（四国）》
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《謝辞を述べる長井さん》 《祝賀会模様》

《長井攝子さん》

《曽我部正美さん》

《濵順子さん》
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１．髙部会長ごあいさつ
　この度、第34回ボランティア活動賞並
びに第10回ボランティア活動功労賞を受
賞された皆様、誠におめでとうございます。
　私ども電友会はＮＴＴグループのＯＢ /
ＯＧ組織として、全国６万１千名の会員で
構成され、①皆様のようなボランティア活
動による地域や社会への貢献、②サークル
やレクリエーションなどの会員の絆を強め
る活動、③ＮＴＴグループの事業やＣＳＲ
活動への協力などに取り組んでおります
が、こうした様々な電友会の活動は会員の皆様のボランティアによって支えられております。
　いわゆる「人生百年時代」にあって、長いシニアライフをいかに健康で有意義に過ごしていく
かは、私たちにとって大きな課題ではありますが、受賞された皆様には、仲間や地域との繋がり
を持ちながら、また、ご家族のご理解、ご支援を頂きながら、長きにわたりボランティア活動に
精力的に取り組まれ、ＮＴＴグループへのシンパシーの向上にも大いに貢献して頂いたことに、
心からの感謝と敬意を表するところであります。
　皆様におかれましては、健康にご留意され、引き続きこれまでの活動を少しでも長く継続して
頂き、また、地域社会への貢献と併せて、電友会の活動に対しましても今後ともご支援頂ければ、
誠に有難く存じます。
　この度受賞された皆様並びにご家族の皆様の、ますますのご健勝と更なるご活躍をお祈りして
おります。

１．語り部等に係るボランティア活動を始めたきっかけ
　太平洋戦争に召集された父が、沖縄県那覇市安謝（あ
じゃ）で戦死し、未亡人となった母達が遺族会を結成
し婦人部として活動していましたが、時を経て母も高
齢になり丁度私が定年退職した22年前に代わって欲
しい、との話があり引き受けたのが始まりでした。

２．活動状況詳細（語り部以外のボランティア活動を記載）
１）慰問ボランティア活動・・・27年間　103回
　平成７年から令和６年現在、コロナ禍で令和２年から令和４年を除く27年間、毎年活動し
ています。

������　「語り部等」のボランティア活動　������

濵　　順子さん（徳島電友会）

ボランティア活動賞
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　毎週３時間程度の民謡や新舞踊及び琴を練習し、行事に参加したり、市町村の老健施設から
の要請により「民謡・舞踊・琴」でのプログラムを構成し慰問しました。
（慰問箇所）

阿南ふれあい学級、阿南市デイサービス「杏の里」、阿南市デイサービス「古庄公民館」（５
回）、阿南市デイサービス「秋桜荘」（４回）、阿南市デイサービス「双葉会」（２回）、阿南
市デイサービス「梅の里」（３回）、阿南市羽ノ浦いきいきサロン、阿南市橘憩の家、阿南市
橘社協デイサービス、阿南市勤労女性センター、阿南市敬老会（２回）、阿南市新野公民館、
阿南市中央病院、阿南市富岡敬老会、阿南市福井セニヤクラブ、阿南市福井老人会、阿南市
老健施設「ビラ羽ノ浦」、阿南市老健施設「岩城クリニック」（６回）、阿南市老健施設「正
静絹」（３回）、阿南市老健施設「悠心館」（４回）、阿南市老健施設「悠和館」（８回）、阿南
市老人ホーム「ライフイン長生」、阿南市老人ホーム「ルネッサンス」（３回）、阿南市老人ホー
ム「琴江荘」（３回）、阿南市老人ホーム「福寿荘」（２回）、羽ノ浦健祥会「アンダルシア」（３
回）、小松島市グループホーム「青空」（４回）、小松島市老健施設「明和苑」（５回）、小松
島病院、上勝町老人ホーム「ピーターラビット」、全国レクリエーション大会（文理大学）、
徳島市ケアハウス「カメリア」、徳島市高齢者住宅「中徳島の家」、那賀町「ケアホーム鷲敷」
（３回）、那賀町老人ホーム「水の花荘」（４回）、日和佐町老人ホーム「ヒワサ荘」（６回）、
福井公民館（３回）、由岐町老人ホーム「ねんりん」（11回）、労組退職者の会

※上記以外にも、退職後に民踊指導者資格を取得し、地元での指導やイベント及び町行事（敬
老会）に参加しました。

２）紙芝居によるボランティア活動の実施
平成28年 ７ 月 ９ 日　戦没者記念館　語り部終了後「きくさんの沖縄戦」
令和 元 年 ７ 月24日　戦没者記念館　みつぼしこども園の園児来館「まっ黒なおべんとう」
令和 元 年 ７ 月26日　戦没者記念館　藍住町学童平和学習「まっ黒なおべんとう」
令和 元 年 ８ 月 ７ 日　戦没者記念館　ナーサリー富田学童「まっ黒なおべんとう」
令和 元 年11月 ５ 日　戦没者記念館　阿波市立八幡校６年生校外学習「まっ黒なおべんとう」
令和 ３ 年 ８ 月 ６ 日　戦没者記念館　藍住社協ボランティアスクール「まっ黒なおべんとう」
令和 ４ 年12月16日　戦没者記念館　勝浦町立生比奈小校外学習「きくさんの沖縄戦」
令和 ５ 年 ３ 月25日　鞆浦福祉会館　みんなで学ぼう戦没者資料展「きくさんの沖縄戦」
令和 ５ 年 ８ 月22日　宍喰老人憩の家　みんなで学ぼう戦没者資料展「きくさんの沖縄戦」
令和 ５ 年11月14日　海陽中学校２年　沖縄修学旅行事前学習「きくさんの沖縄戦」
令和 ６ 年 ２ 月20日　宍喰町学校２年　沖縄修学旅行事前学習「きくさんの沖縄戦」

３）戦没者記念館「あしたへ」でのボランティア活動
　平成26年10月の開館以降10年間、年２回の受付や館内壁面パネル、「対米開戦と戦時中の
暮し」・「戦時中の徳島」・「戦後日本と遺族の歩み」等の戦前・戦中・戦後の歴史を纏めた「年
表」・空爆被災地に関する「地図」や「写真」等の説明を行いました。
　それ以外にも、県との協賛で実施した１週間の「広島原爆展」では、千羽鶴折り方指導も行
いました。
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　また、徳島県遺族会70周年記念誌発刊に際し、平成30年８月～令和３年12月迄、発行編集
委員として携わりました。

４）護国神社関係のボランティア活動
平成18年世話人会地方委員として、また護国神社奉賛会評議員として、４月の永代神楽祭・
８月の御霊祭り及び神恩感謝祭神事等の活動を行いました。
①　令和元年から現護国神社奉賛会評議員として各行事に参加
②　平成18年から現在まで世話人会地方委員としてイベント等に参加
③　年間の行事として合同役員会（４月・７月）
④　永代神楽祭４月神事
⑤　みたま祭り８月第一土・日イベントの手伝いと神事に参列及び奉納芸能に参加
⑥　神恩感謝祭９月28日神事に参列
⑦　例大祭11月２日準備ボランティアや大祭の神事に役員として参列

５）英霊にこたえる会関係
令和元年から英霊にこたえる会の評議員として会議等に参加

※平成６年度今後の予定

 ８ 月 ８ 日　NPO法人「ひとつむぎ」の生徒さんとの交流会（牟岐図書館）
 ８ 月 中 旬　県と遺族会で募集の平和作文の優秀者の選考委員
 ９ 月 上 旬　海陽小学校の学童に紙芝居の実施
10月18日　東みよし町立三加茂中２年生沖縄戦の話（記念館）
11月 中 旬　海陽中学校２年沖縄修学旅行事前授業実施
令和７年２月　宍喰中学２年生沖縄修学旅行事前授業実施

３．感想
　父の記憶はほとんど無いのですが、私は父が大好きです。父が戦争に召集され、安謝で戦死し
たという事実しか知らず、父の最期の事を知りたくて、長年色んな人などからの話で靖国会館１
階にある「靖国偕行文庫」という所の資料にて、ほんの３年前に晩年の父の様子が判り、悲惨な
最期も知ることが出来ました。他に知りたい方がいらっしゃると、調べ方等の経験を元に教えて
差し上げる事があります。
　色んな活動をする中で、戦没者の遺児たち30人程で「いちゃりば会」という同窓会のような
出会いの場ができたことは、私にとって大きな財産です。
（※いちゃりば（いちゃりば ちょーでー）とは、沖縄の方言で「一度会えば、兄弟」という意味）
　今また世界では戦争が行われており、後世の子供たちに「戦争の悲惨さ」「平和の大切さ」を
語り繋いでいければと思います。
　今年、遺族会の語り部が国の補助事業となり、日本遺族会では「語り部推進委員会」が設置され、
全国で５人の推進委員に選ばれ責任重大です。
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1．活動内容
（1）「打ち抜き井戸」の展開
◦ 平成６年の渇水の際、井戸の必要性を痛感し、業者に井戸を
掘ってほしいと要望したが「予約がいっぱい」、「お宅には井
戸掘り機が入らないので無理」等々の理由で業者に掘って貰
えなかったため、自宅に井戸を持っている人に井戸の仕組み
を教えてもらいながら、自宅の庭に打ち抜き井戸を自作した。

◦ 完成後は自分で打ち抜き井戸が作れることを水不足に困って
いる方々に周知するため、2008年に「自分で出来る打ち抜
き井戸の掘り方」を出版し全国の主要図書館に配布した。

◦ 愛媛新聞をはじめ新聞各社及びＮＨＫ等テレビ局からの取材
もあり、令和元年６月　にはサンドウィッチマンがメインキャスターのテレビ東京「六本木に
井戸を掘る」から依頼を受け、井戸の掘り方をレクチャーするなど、マスコミにも大きく取り
上げられた。

◦ 現在も全国から問い合わせが入っており、「自分で出来る打ち抜き井戸の掘り方」も2020年（令
和２年）に第４刷を発刊している。

（2）公民館等でのパソコン教室の実施
◦ きっかけは、テレホンカードの販売・在庫管理を行うにあたり、手作業での集計が非常に煩瑣
であることから、データベース管理システム（ｄＢＡＳＥ）を学習し業務に取り入れた。

◦ 退職後もパソコンに興味を持ち独学でスキルを高めていたところ、今治療護園（障がい者支援
施設）から入所者にパソコンを教えてほしい旨の依頼があったことからパソコン教室を実施す
ることとなった。

＜パソコン教室の実施状況＞
●今治療護園　Ｈ13年～Ｒ２年　コロナにより中断中
　　　（令和元年８月　長年の実施に対し今治福祉施設協議会表彰）
●富田公民館パソコン教室　Ｈ15～Ｒ5.12
　　　初心者、中級車向けに毎週木曜日、金曜日に実施（参加者25～ 30名）
●桜井公民館パソコン教室
　　　一般向けに毎週水曜日に実施　（参加者25～ 30名）
● Ｈ17年からシニアネット今治（一般財団法人ニューメディア開発協会）に入会し、シニア
の生涯現役活動を支援。

『打ち抜き井戸』の展開並びに公民館等でのパソコン教室の実施
曽我部　正美さん（愛媛電友会）

ボランティア活動賞
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２．感想
（1）「打ち抜き井戸」について
　レクチャー本の発刊、新聞・テレビ等のマスコミに紹介されたことや、国会図書館等の全国主
要図書館にレクチャー本を配付したことにより、全国の多くの人から問い合わせが入るなど、取
り組みを幅広く普及することができたのは本当に良かったと思います。
　現在も全国から問い合わせや回答のお礼の言葉がたくさん入ってきているので、今後も問い合
わせに対して積極的に対応していきたいと思います。
　また、「レクチャー本を読んでも『井戸掘り器』が作れない」という方から3,100本余りの製
作依頼があり、原価の3,000円（送料込み）で製作・送付しています。
　レクチャー本も出版社や書店等を通さず、直接送付依頼を受けたものが約2,000部あり、皆様
から多くのお礼の言葉を頂いています。
　毎年のように「水不足」が多くの地域で叫ばれています。地球の資源は永久にあるとは思えず、
水も「天任せ」であることから、現在は家庭でできる節水として地下水の利用や風呂の残り湯を
トイレで再利用できる方法（自宅では実施済み）を行政へ提案しています。
　今の子供たち、未来の子供たちのためにも微力ではありますが、これからも水資源の確保に努
めたいと思っています。

（2）公民館等でのパソコン教室について
　退職後、家に籠っているだけでなく、パソコン教室の講師をすることにより地域社会の皆さん
とコミュニケーションを図ることができ、多くの方々と知り合い自らの行動範囲も広がりました。
令和元年８月に長年のパソコン教室の実施に対し「今治福祉施設協議会」から表彰され、令和４
年９月には河野デジタル大臣から「デジタル推進委員」の任命も受けました。
　毎週、教材を新しく作成することは苦労しました
が、これも頭の体操になり脳の老化を防いでいると
思っています。
　受講者も高齢者が多く、「脳の活性化のため引き
続き参加したいので継続してほしい」との要望をい
ただいています。
　現在、コロナ禍等の事情によりパソコン教室は休
止していますが、今後自分の年齢、体調、体力等々
の問題もあることから、継続するか後進に道を譲る
かを考えています。
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１．電友会との関わり
　平成14年にＮＴＴ退職後、電友会会員として当時電友会
事業活動の主たる推進施策として取り組んでいた「ＮＴＴ
グループ各社に対する貢献活動」に対して、ＮＴＴグルー
プ各社の商品販売活動、情報収集、各種イベント等へ参加
しました。特にフレッツ光の販売については、社外の友人・
知人関係の人脈を活かし、直接出向いて説明に努め、お客
様の確保と商品等の販売に取り組みました。
　また、ＮＴＴが主催する地域清掃やボランティア活動等の社会貢献活動及びイベント等にも積
極的に参加し、ＮＴＴのイメージアップやプレゼンスの向上に努めました。

２．役員としての活動内容
　愛媛県支部役員として、また愛媛電友会女性会員のとりまとめ役として、会の事業運営・展開
に努めました。
（1）女性会員の活性化について

　女性会員の拡大や未加入会員への積極的な加入勧奨に取り組み、また、女性会議の開催に際
しては、そのリーダー役として意見を集約し、女性会議の活性化と発展に努めました。具体的
には次のとおりです。
〇　四国電友会女性会議
　◦平成28年11月18日㈮　於：東京第一ホテル松山
　◦電友会四国地方本部、四国４県電友会の女性会員
　◦電友会本部主催の女性会議模様について
　※主催側の愛媛電友会副会長として意見を集約しました。
〇　「女性会議の場」
　◦平成31年３月６日㈬　於：愛松園
　◦愛媛電友会の女性会員　21名
　◦ 居宅介護施設の愛松園施設見学を通じて、女性会員の活動機会の向上と会員相互の親睦を

図りました。
　※主催者として施設見学の円滑な実施並びに会員相互の親睦に努めました。
〇　「女性会議」藍染体験
　◦令和元年11月22日㈮
　◦愛媛電友会の女性会員　９名
　◦藍染体験を通して、会員相互の親睦と活性化を図りました。
　※主催者として、円滑な実施並びに会員相互の親睦に努めました。

��　女性会員活性化を始めとした愛媛電友会諸施策への貢献　��

長井　攝子さん（愛媛電友会）

ボランティア活動功労賞
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（2）電友会諸施策にあたって
　電友会総会（四国地方本部及び愛媛電友会）開催時においては、諸準備の段取りから司会、
表彰のアテンダー、総会後の懇親会での進行役等、永年にわたり中心スタッフとして企画・運
営に携わりました。
　また、愛媛電友会が２年毎に開催している「趣味の作品展」においては、手芸部門の実行委
員として作品応募者を募り、皆様に喜んでいただけるよう努めました。
　さらに、年４回発行・配布する会報の発送作業においても毎回参加・従事し、これまでの経
験・実績に基づいて他の会員へアドバイスを積極的に行うなど、円滑な会報配付に取り組みま
した。

（3）地域社会での活動状況について
　松山市の桑原・久米・鷹子地区の電友会会員で構成しているサークルの一員として、地域に
おける美化運動としての定期的な清掃活動や健康に関する講演会を開催した他、会員相互の交
流を図るための「回覧ノート」の作成に携わりました。

（4）電友会役員歴
◦幹事在籍期間　　　H．19．5～ H．26．4（７年）
◦常任幹事在籍期間　H．26．5～ H．27．4（１年）
◦副会長在籍期間　　H．27．5～ R． 6 ．5（９年）

３. 感想
　平成19年５月に幹事として愛媛電友会の役員となって以来、常任幹事、副会長と愛媛電友会
の多くの施策の中心メンバーとして携わってきた17年間でした。
　愛媛電友会では、女性会員の活性化に併せ女性会員の拡大も大きな課題としてあり、女性会議
の開催や藍染め体験など、女性に重点を置いた様々な施策に携わってきましたが、電友会の課題
である会員減少に併せ、ここ数年は女性退職者の入会が以前に比べ減少したこともあり、女性会
員の活性化は未だ道半ばであると思っています。
　電友会の会員減少に歯止めをかけるため、また、今後の女性会員の活性化のためにも新たな活
動を通じ、私たちにできることで今後とも支援・協力していきたいと考えております。
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た
な
か
、
途
中
棄
権
も
無
く
全
員

が
無
事
に
プ
レ
ー
し
本
開
催
の
目
的
で
あ
る
会
員
相

互
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
吉
岡
会
長

よ
り
入
賞
者
の
皆
さ
ま
へ
賞
品
（
賞
品
は
持
ち
帰
っ

て
家
族
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
品
物
で
合
計
58
個
を
用

意
）
を
手
渡
し
、親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

第
22
回
愛
媛
電
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

《記念撮影》

び
協
賛
企
業
各
社
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
ま

た
会
場
の
準
備
や
後
片
付
け
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ

ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
年
後
に
な
り
ま
す
令
和
８
年
度
「
第
11
回
趣
味

の
作
品
展
」
に
つ
い
て
も
再
び
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
作
品
が
出
展
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

全
て
の
会
員
の
皆
様
が
再
び
元
気
な
姿
で
開
催
出
来

る
こ
と
が
先
ず
は
一
番
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

（
実
行
委
員
会
事
務
局　

岩
田
）

本
開
催
に
あ
た
り
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
、
き
ら
ら
保

険
サ
ー
ビ
ス
四
国
営
業
支
店
様
、
チ
サ
ン
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
北
条
様
に
御
礼
申
し
上
げ
、
第
22
回
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

（
※
）
順
位
賞
の
皆
様
、
実
力
（
ベ
ス
グ
ロ
賞
）・
パ

ワ
ー
（
ド
ラ
コ
ン
賞
）・
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
ニ
ア
ピ
ン
賞
）

に
秀
で
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

順　位 氏　　名 アウト イン 計 HD Net 記　事
優　勝 武井　一策 43 35 78 8.4 69.6
準優勝 横田　和久 44 43 87 15.6 71.4
３位 平井　善起 43 40 83 10.8 72.2
25位 岩本　　晋 40 41 81 6.0 75.0 きらら保険賞
35位 齋藤　　晃 40 42 82 6.0 76.0 四国電友会賞
45位 中平　公二 45 37 82 4.8 77.2 愛媛電友会賞
55位 三谷　　健 51 53 104 24.0 80.0 チサンCC賞
B・B 亀岡　弘通 60 58 118 34.8 83.2

ベスグロ賞 楠　　盛明 39 35 74 0 74.0
ドラコン賞 福山純子、小松末幸、川上峯生、西山　明

ニアピン賞 岩本昭男、宮内敬三、岩本昭男、横田和久
川上峯生、蟹江信也、武井一策、川上峯生

順位賞 ４位～20位・17名、偶数位・20名、ホタル賞・１名

【表彰者等】
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令
和
6
年
11
月
７
日
㈭
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
松
山
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
主
催
の

退
職
者
交
流
会
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０
名
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鈴
木

四
国
支
店
長
か
ら
「
退
職
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
む

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
」
と
題
し
て
事
業
動
向
等

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
長
寿
（
米
寿
）
の
方
と
し
て
、
河
田

英
夫
さ
ん
（
松
山
市
在
住
）
と
片
山
實
慶
さ
ん
（
砥

部
町
在
住
）へ
鈴
木
支
店
長
か
ら
花
束
贈
呈
が
あ
り
、

令
和
６
年
度
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
主
催

　

退
職
者
交
流
会
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰

　

ま
た
、
今
回
惜
し
く
も
賞
品
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

方
、
次
回
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
で
の
リ
ベ
ン
ジ
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
事
務
局
・
岩
田
）

《3位の平井善起さん》《優勝の武井一策さん》

続
い
て「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
に
長
年
貢
献
い
た
だ
い
た
方
」

と
し
て
、
黒
石
敬
博
さ
ん
（
松
山
市
在
住
）
と
竹
田

勇
さ
ん
（
八
幡
浜
市
在
住
）
の
２
名
の
方
が
四
国
支

店
長
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
会
食
に
よ
る
交
流
会
は
、
吉
岡
愛
媛
電
友
会

会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
に
始
ま
り
、参
加
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
は
久
し
ぶ
り
の
仲
間
と
の
懐
か
し
い
会
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
退
職
者
の
会

大
西
副
会
長
の
挨
拶
と
締
め
の
乾
杯
で
お
開
き
と
な

り
、
退
職
者
の
皆

様
は
来
年
度
の
開

催
を
楽
し
み
に
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

長寿者（米寿）の方
（片山實慶さん、河田英夫さん）

四国支店長表彰
（黒石敬博さん、竹田勇さん）

愛媛電友会吉岡会長の挨拶と乾杯
NTT 西日本四国鈴木支店長からの

事業動向等の説明
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《足立美術館にて》

て
帰
途
に
つ
き
皆
さ
ん
大
満
足
な
１
日
で
し
た
。

　

ま
た
、
車
中
か
ら
眺
め
る
山
並
み
の
色
づ
き
は
ま

だ
少
し
早
い
秋
（
帰
路
途
中
に
は
雨
も
降
っ
て
少
し

残
念
）
で
し
た
が
、
ガ
イ
ド
（
森
ち
ゃ
ん
）
さ
ん
の

名
案
内
で
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
歴
史
と
景
観
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
た
旅
行
で
し
た
。

　

今
回
は
参
加
者
が
23
名
だ
っ
た
の
で
次
回
（
２
年

後
）
は
さ
ら
に
多
く
の
会
員
の
方
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

香
川
香
川
香
川

　

令
和
６
年
10
月
21
日
㈪
に
、
香
川
電
友
会
は
平
成

30
年
10
月
以
来
６
年
振
り
に
秋
の
親
睦
旅
行
「
足
立

美
術
館
と
出
雲
そ
ば
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
の
も
と
出
発
し
て
美
味
し

い
ワ
イ
ン
と
出
雲
そ
ば
、
庭
が
奇
麗
で
有
名
な
足
立

美
術
館
を
十
二
分
に
堪
能
す
る
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。

「
旅
の
ポ
イ
ン
ト
」

①
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
出
雲
そ
ば
）

　

こ
こ
は
、
足
立
美
術
館
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ

て
、鉄
板
の
お
食
事
処
で
す
。建
物
の
雰
囲
気
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
当
日
は
鳥
取

境
港
に
オ
ラ
ン
ダ
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
て

い
た
関
係
で
多
く
の
外
国
人
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
て
、
な
お
一
層
異
国
に
い
る
か
の
よ
う
な
雰
囲

気
を
楽
し
め
ま
し
た
。昼
食
は
ワ
イ
ン
で
乾
杯
の
後
、

肉
と
ビ
ー
ル
・
酒
そ
し
て
割
子
そ
ば
を
中
心
と
し
た

ご
馳
走
を
頂
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
足
立
美
術
館
ま
で
の
バ
ス
で
は
、
鎌
野
さ

ん
の
「
関
の
五
本
松
」
と
「
安
来
節
」
の
民
謡
の
ご

披
露
に
皆
さ
ん
手
拍
子
で
バ
ス
旅
情
も
満
点
で
す
。

秋
の
親
睦
旅
行
を
楽
し
む

②
足
立
美
術
館

　

こ
ち
ら
は
、
横
山
大
観
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
日

本
画
や
21
年
連
続
日
本
一
の
庭
園
に
選
ば
れ
る
な
ど

見
所
満
載
で
す
。
滞
在
時
間
１
時
間
半
で
は
と
て
も

見
き
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
平
日
の
夕
方
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
日
本
庭
園
を
ま
る
で
一
人
占
め
し
た
か
の
よ

う
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
土
産
を
買
う
た
め
、
蒜
山
高
原
の
「
道

の
駅
」に
寄
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
沢
山
の
お
土
産
を
買
っ 《島根ワイナリーにて》
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と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
会
に
移
り
、
香
川
電
友
会
坂
口
会

長
か
ら
退
職
者
交
流
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
謝
辞
等

を
述
べ
ら
れ
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

約
90
分
間
の
交
流
会
は
久
し
ぶ
り
に
顔
を
会
わ
せ

た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
仲
間
の
元
気
な
話
し
声
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
幹

部
の
方
々
と
の
情
報
交
換
で
大
変
盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

《徳永支店長講話》

《支店長表彰（大西前会長）》

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支
店
主
催
に
よ
る
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
事
業
動
向
説
明
及
び
交
流
会
」

が
令
和
６
年
11
月
13
日
㈬
高
松
市
の
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク

レ
メ
ン
ト
高
松
で
開
催
さ
れ
、香
川
県
在
住
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
が
１
４
７
名
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
代
表

者
10
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
の
徳
永
支
店
長
か
ら
主

催
者
あ
い
さ
つ
及
び
「
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
の
現
体
制
及
び
グ
ル
ー
プ
各
社
の
事
業
状

況
、
収
支
状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
事
業
展
開
の
方

向
性
を
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

で
現
在
推
し
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
に
つ
い
て

も
、
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
て
い
る
Ａ
ｐ
Ｎ
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
１
．０
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
で
相
方
と
他
地
点

で
結
ん
だ
漫
才
ト
ー
ク
で
の
遅
延
無
し
状
況
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
年
４
月
開
催
の
大
阪
万

博
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
出
展
す
る
予
定
の
内
容
や

パ
ビ
リ
オ
ン
等
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
電
友
会
役
員
と
し
て
活

躍
し
電
信
電
話
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

香
川
電
友
会
相
談
役（
前
会
長
））の
大
西
宏
さ
ん（
高

松
市
）
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支
店
長
か
ら
感
謝
状

令
和
６
年
度
「
退
職
者
交
流
会
」
の
開
催

及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
の
受
賞
に
つ
い
て

　

最
後
に
香
川
退
職
者
の
会
下
河
会
長
に
よ
る
中
締

め
の
乾
杯
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
退
職
者
交
流

会
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
香
川
支
店
の
関
係
各
位
へ
感

謝
を
申
し
上
げ
て
、
来
年
も
開
催
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
方
で
今
年
参
加
出
来

な
か
っ
た
方
も
来
年
は
是
非
参
加
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。
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11
月
30
日
㈯
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
４
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
in

峰
山
」
に
香
川
電
友
会
は
坂
口
会
長
以
下
役
員
を
中

心
に
有
志
10
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し
て
は

栗
林
公
園
の
西
に
位
置
し
、
市
民
憩
い
の
場
で
あ
る

峰
山
公
園
一
帯
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
曇
り
空
で
少
し
晴
れ
間
も
見
え
ま
し
た

が
、
冬
の
よ
う
な
風
が
吹
き
か
な
り
寒
く
感
じ
ま
し

た
。【
美
し
い
環
境
を
、未
来
へ
残
そ
う
！
守
ろ
う
！

育
て
よ
う
！
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
参
加
者
全
員
久
し

ぶ
り
の
清
掃
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
も
寒
さ
に
作
業

も
手
早
く
終
了
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
が
社
会
貢
献
と
地
球
環
境
保
護

を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
企
業
の
社
員
（
家
族
を
含
む
）
約
２
５
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
で
多
く
の
子

供
さ
ん
達
も
盛
り
上
が
っ
た
後
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
in

峰
山
の
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
「
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
開
催
さ

れ
た
ら
、
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
い
希
望
の
あ
る
会

員
の
方
は
、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
in
峰
山

２
０
２
４
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

香
川
電
友
会
・
事
務
局

（
０
８
７-

８
３
３-

６
１
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

《清掃活動に参加の皆さん》
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高
知
高
知
高
知

　

恒
例
の
退
職
者
の
会
と
共
催
の
親
睦
旅
行
を
11
月

５
日
～
６
日
の
一
泊
二
日
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
の
中
断
を
経
て
昨
年
か
ら
復

活
し
た
親
睦
旅
行
で
す
が
、
募
集
人
員
35
名
の
と
こ

ろ
、
会
員
家
族
も
含
め
て
25
名
と
人
数
的
に
は
少
し

寂
し
い
催
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
費
の
関
係
で
バ
ス
も
急
遽
大
型
か
ら
中
型
に
変

更
し
ま
し
た
が
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
和
気
あ
い
あ
い
の

旅
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
８
時
に
は
り
ま
や
橋
を
出
発
。
バ
ス
は

一
路
、
た
た
ら
製
鉄
で
有
名
な
神
話
の
町
、
島
根
県

の
奥
出
雲
地
方
へ
約
３
０
０
㎞
の
旅
。
奥
出
雲
の
秘

境
「
鬼
の
舌
震
」
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
来
た
メ
ン
バ
ー
が
多
く
期
待
満
々
で
し
た

が
、
紅
葉
に
は
少
し
早
く
残
念
。

　

次
に
、
バ
ス
は
す
ぐ
近
く
の
絲
原
記
念
館
（
江
戸

時
代
に
た
た
ら
製
鉄
で
隆
盛
を
き
わ
め
た
絲
原
家
が

伝
承
し
て
き
た
資
料
を
収
蔵
・
展
示
す
る
歴
史
資
料

館
）
の
隣
り
に
あ
る
絲
原
家
へ
。

　

敷
地
内
の
自
然
の
森
林
を
背
景
と
し
、
手
入
れ
の

電
友
会
、
退
職
者
の
会
共
催
旅
行

「
紅
葉
の
奥
出
雲
・
松
江
宍
道
湖
温
泉
２
日
間
」

行
き
届
い
た
庭
園
は
素
晴
ら
し
く
、
あ
ま
り
の
美
し

さ
に
し
ば
ら
く
う
っ
と
り
。一
見
の
価
値
あ
り
で
す
。

紅
葉
し
て
い
た
ら
と
思
う
と
残
念
で
す
。

　

宿
泊
は
、し
ん
じ
湖
温
泉
「
ホ
テ
ル
一
畑
」
で
す
。

早
速
、
温
泉
に
入
り
旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
た
後
は
、

お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
。
皿
鉢
料
理
等
、
高
知
の
豪

快
な
料
理
に
慣
れ
て
い
る
身
体
に
は
少
し
物
足
り
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
日
目
は
す
ぐ
近
く
の
松
江
城
の
お
堀
を
巡
る

「
堀
川
め
ぐ
り
」
の
遊
覧
船
に
乗
船
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
屋
根
付
き
の
た
め
濡

れ
る
心
配
も
な
く
、
船
頭
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
で

雨
の
街
並
み
も
な
か
な
か
の
風
情
で
し
た
。

　

次
は
、
こ
の
旅
最
後
の
観
光
地
「
牡
丹
と
高
麗
人

参
の
里　

由
志
園
」
へ
。
ほ
ぼ
雨
も
上
が
っ
た
園
内

を
散
策
。
こ
こ
も
紅
葉
は
残
念
で
し
た
が
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
日
本
庭
園
と
牡
丹
が
堪
能
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
由
志
園
を
出
発
し
一
路
高
知
へ
向
け
、
途

中
何
度
か
休
憩
を
取
り
な
が
ら
も
、
予
定
よ
り
少
し

早
い
時
間
に
高
知
駅
、
は
り
ま
や
橋
に
到
着
し
ま
し

た
。

《松江城「堀川めぐり」》
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< イベント情報 >
■電友会イベント

１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

愛　媛

◦NTT退職手続き説明
会（オンライン）

◦地域交流会（電友会）
西条、宇和島、八幡浜
（11月開催：今治
　12月開催： 壬生川・ 

新居浜）

◦事務局長、編集委員
会議（２月中旬）

◦退職予定者への入会
勧奨

◦四国電友会総会
（5/13予定）
リジェール松山（予定）

◦愛媛電友会総会
（5/26予定）
愛媛県県民文化会館

（予定）

香　川

◦会報209号郵送
（1/14以降）

◦退職者説明会
（リモート実施で調
整中）

◦事務局長会議
（２月中旬）
◦第５回三役会議

◦会費免除会員の正会
員への変更等

◦第６回三役会議

◦会報210号郵送
◦第63回香川電友会総

会（5/29予定）

徳　島

◦会報発送作業
（1/16）
◦とくしま・まちなか

花ロード花植会
（１月中旬）
◦役員会

◦事務局長会議
（２月中旬）

◦アドプトプログラム
吉野川一斉清掃

（３月上旬）

◦会報発送作業
（４月上旬）

◦R７年度第１回役員
会（４月下旬）

◦総会準備事前打ち合
わせ（５月中旬）

◦徳島電友会総会
（５月下旬）

◦第２回役員会
（６月下旬）

高　知

◦１月号会報配布
◦第４回役員会
（編集委員会）
◦現金自治検査
◦５役会

◦古切手寄贈
◦５役会
◦Ｒ７事業計画策定
◦事務局長会議
（２月中旬）

◦５役会
◦Ｒ７会員入会勧奨

◦R７第１回役員会
（編集委員会）

◦４月号会報発送
◦高知電友会総会
（５月中旬）

１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

愛　媛

◦椿まつり
（2/4 ～ 2/6）

◦第62回愛媛マラソン
２月９日㈰

◦七折梅祭（砥部町）
２月下旬～３月上旬

◦遍照院節分会厄除大
祭（２月３日）

◦松山お城まつり
（４月上旬）

香　川

◦小豆島霊場開き
(1/21)

◦第77回丸亀国際ハーフ
マラソン（2/1～2/2）

◦第35回坂出天狗まつ
り（2/8～2/9）

◦第31回坂出天狗マラ
ソン（2/9）

◦二十四の瞳映画村ひ
なまつり（2/8～4/3)

◦第22回宇多津の町家
と雛祭（3/1～3/2）

◦高松春の祭りフラワー
フェスティバル2025
（玉藻公園）

◦丸亀城桜まつり
（未定）

◦丸亀お城祭り（未定）

徳　島
◦徳島マラソン
（3/24）

◦はな・はる・フェスタ
（５月上旬）
場所：徳島市

■地域イベント
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１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

高　知

◦津野町キラリ周遊ラリー
（2025/2/25まで）
◦水車亭イルミネーション
（2025/1/31まで）

◦高知龍馬マラソン
（2025/2/15開催）

◦土佐のおきゃく2025
高知市中心商店街ほか
（3/1～3/9開催）

◦高知城花回廊
◦春花祭り
◦土佐赤岡絵金祭り

■  JR四国観光列車「志国土佐　時
ト

代
キ

の夜明けのものがたり」
　土讃線　高知駅～窪川駅間
　　　　　・1月18日～19日、25日～26日土日運行
　　　　　・2月　1日～23日の土日、11日㈫祝日
　　　　　・3月　1日～30日の土日、7日～14日の㈮、20日㈭祝日
　　　　　　（3月1日と8日は特別貸し切り）

■クルーズ客船入港予定情報は、「クルーズ船　高知県庁」で検索

　

昨
年
（
令
和
６
年
）
６
度
目
の
年
男
を
迎
え
た
私

の
健
康
法
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
ひ
と

つ
は
“
朝
起
床
時
と
就
寝
前
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を

飲
む
こ
と
”、
ふ
た
つ
め
は
“
な
る
べ
く
歩
け
る
と

こ
ろ
は
歩
く
”と
念
じ
て
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

40
数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
郵
便
局
勤
務
時
に
上

司
が
体
調
不
良
で
入
院
し
て
い
た
病
院
の
内
科
医
師

の
薦
め
で
、『
朝
起
き
て
す
ぐ
に
コ
ッ
プ
一
杯
の
水

を
飲
む
こ
と
は
胃
腸
の
働
き
に
良
い
』と
進
言
さ
れ
、

現
在
で
も
実
践
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
朝
食
が
い

ち
ば
ん
美
味
し
く
感
じ
て
、
一
日
の
始
め
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、亡
き
伯
母
か
ら『
就
寝
前
の
コ
ッ

プ
一
杯
の
水
を
飲
む
こ
と
は
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し

て
循
環
に
良
い
』
と
の
助
言
を
信
じ
、
で
き
る
だ
け

心
が
け
て
い
ま
す
。た
だ
、ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
す
ぎ

の
場
合
は
利
尿
作
用
が
働
き
水
も
相
応
に
摂
取
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
回
数
が
増
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
“
信
じ
る
も
の
こ
そ
、
救
わ
れ
る
”

健
康
の
ペ
ー
ジ

☆
私
の
健
康
法
に
つ
い
て

加
納　

久
則
さ
ん
（
徳
島
市
）

　

ふ
た
つ
め
は
、
日
頃
よ
り
“
な
る
べ
く
歩
け
る
と

こ
ろ
は
歩
く
”
と
心
が
け
、
そ
の
為
に
一
日
８
千
～

１
万
歩
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
（
令
和
６
年
）
の
夏
は
猛
暑
が
多
か
っ
た
た

め
朝
早
く
（
暑
さ
対
策
の
た
め
午
前
４
時
過
ぎ
）
起

床
し
、
暁
の
時
間
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
践
し
ま
し

た
。
年
齢
も
重
ね
足
腰
の
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に

（
強
化
は
年
齢
的
に
無
理
）
時
間
に
制
限
が
な
い
所

用
等
に
つ
い
て
は
徒
歩
で
解
決
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
年
間
を
通
じ
て
は
午
前
７
時
す
こ
し
前
か

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
時
に
は
足
を
止
め
て
周
り
の
景

観
を
眺
め
な
が
ら
お
い
し
い
空
気
を
吸
う
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 　

ま
た
更
に
古
希
、
６
度
目
の
年
男
（
辰
年
）
も

過
ぎ
た
こ
の
ご
ろ
は
、
基
本
的
に
好
き
な
こ
と
を
好

き
な
時
間
に
や
る
考
え
で
精
神
的
に
も
充
実
す
る
た

め
に
月
に
２
回
程
度
の
カ
ラ
オ
ケ
、
週
１
・
２
回
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
年
齢
が
近
い
仲
間
と
一
緒
に
な
っ

て
、
世
間
話
等
で
笑
っ
た
り
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら

体
力
維
持
・
ス
ト
レ
ス
等
の
解
消
に
向
け
、
充
実
し

た
第
二
の
人
生
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
何
事
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
プ
ラ
ス
思
考

の
毎
日
を
送
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　

８
年
く
ら
い
前
に

従
弟
の
ご
主
人
の
Ｆ

さ
ん
か
ら
、
野
菜
を

取
り
に
来
る
よ
う
に

連
絡
が
あ
り
、
畑
に

行
っ
て
野
菜
を
頂
い

た
時
、
近
く
の
高
台
に
蜜
蜂
の
箱
を
置
い
て
あ
る
の

で
、
覗
い
て
見
た
ら
と
言
わ
れ
、
離
れ
て
覗
く
と
、

沢
山
の
蜜
蜂
が
出
入
り
し
て
い
る
の
が
見
え
、
刺
さ

れ
る
の
で
は
と
思
い
、
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

家
に
も
蜜
蜂
の
箱
が
あ
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
見
た

ら
い
い
と
言
わ
れ
、
庭
の
桜
の
木
の
下
に
50
セ
ン
チ

位
の
台
が
あ
り
、
そ
の
上
に
蜜
蜂
の
箱
が
あ
り
、
沢

山
の
蜜
蜂
が
い
ま
し
た
。恐
る
恐
る
覗
い
て
い
る
と
、

Ｆ
さ
ん
が
、「
蜜
蜂
は
、
大
人
し
い
の
で
、
箱
を
叩

い
た
り
し
な
い
限
り
、
刺
し
た
り
し
な
い
し
、
寄
っ

て
来
た
ら
２
～
３
メ
ー
ト
ル
位
下
が
っ
て
い
る
と
、

直
ぐ
に
大
人
し
く
な
る
の
で
心
配
無
い
」と
言
わ
れ
、

近
く
で
ゆ
っ
く
り
観
察
が
で
き
ま
し
た
。
蜜
蜂
の
足

☆ 

「
日
本
蜜
蜂
と
共
に
」

西
村　

公
志
さ
ん
（
高
知
市
）

に
沢
山
の
花
粉
を
付
け
た
り
、
花
の
蜜
を
運
ぶ
沢
山

の
蜜
蜂
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｆ
さ
ん
が
、
蜂
蜜
の
巣
の
状
態
を
見
て
一
杯
に

な
っ
て
い
れ
ば
明
日
に
で
も
、
蜜
を
採
る
の
で
、
手

伝
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、
巣
箱
を
傾
け
て
Ｆ
さ
ん

が
巣
の
状
態
を
見
る
と
、下
の
端
ま
で
巣
が
届
い
て
、

蜜
蜂
が
溢
れ
て
い
た
の
で
、
翌
日
、
採
蜜
を
す
る
こ

と
に
な
り
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
手
伝
い
の
御
礼
に

空
の
箱
を
貰
い
田
舎
の
畑
の
横
に
置
い
た
が
、
１
年

経
っ
て
も
蜜
蜂
が
入
ら
な
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
り
、
Ｆ
さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
箱
の
数
を
増

や
す
の
と
、
蜜
蠟
（
ミ
ツ
ロ
ウ
）
を
箱
に
塗
ら
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
箱
を
作
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

巣
箱
に
は
、
丸
洞
式
と
重
箱
式
が
あ
り
、
分
蜂
し

た
蜜
蜂
を
捕
獲
す
る
の
は
、
丸
洞
式
が
良
い
と
教
え

て
も
ら
い
、
購
入
す
る
と
高
い
の
で
自
作
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
材
料
は
、
杉
の
丸
太
で
、
丁
度
、
畑

の
横
に
あ
る
杉
が
ジ
ャ
マ
に
な
っ
て
い
た
の
で
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
切
り
倒
し
、
50
セ
ン
チ
位
に
玉
切
り

し
、
５
本
の
丸
太
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

に
、
丸
太
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
縦
穴
を
開
け
る
作
業
を

し
た
が
、
刃
が
短
い
為
に
貫
通
出
来
ず
、
両
端
か
ら

開
け
る
こ
と
で
、余
分
な
作
業
が
増
え
た
為
に
、チ
ェ

ン
ソ
ー
の
刃
が
切
れ
な
く
な
り
、
新
し
い
刃
を
買
っ

た
り
、
研
い
だ
り
す
る
手
間
が
増
え
予
想
以
上
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
五
本
の
丸
洞
が
で
き
、後
は
、

中
を
バ
ー
ナ
ー
で
焼
き
、
天
井
を
付
け
て
出
来
上

が
っ
た
が
、
杉
が
新
し
か
っ
た
た
め
か
、
３
年
間
、

蜜
蜂
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
分
の
箱
の
掃
除
を
し
な
が
ら
、
Ｆ
さ
ん
の
箱
の

掃
除
や
設
置
場
所
の
変
更
を
手
伝
い
、
設
置
に
良
い

場
所
の
選
び
方
や
方
向
を
学
ん
だ
が
、
何
処
で
も
置

い
て
良
い
訳
で
な
く
、
個
人
の
所
有
地
は
、
地
主
に

許
可
を
貰
う
必
要
が
あ
り
、
人
家
の
近
く
は
、
避
け

る
こ
と
等
、
簡
単
に
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
便
性
、
許
可
の
要
否
を
考
え
る
と
県
道
、
町
村

道
の
上
側
が
良
い
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
場
所
は
、

既
に
先
輩
が
設
置
し
て
い
て
、
蜜
蜂
が
活
動
し
て
い

る
の
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る
従
弟
の
Ｕ
さ

ん
か
ら
春
に
分
蜂
し
た
蜜
蜂
が
箱
に
入
っ
た
の
で
、

取
り
に
来
る
よ
う
連
絡
が
あ
り
、
よ
う
や
く
自
分
の

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
重
箱
式
を
作
ろ
う
と
思
い
、
材
料
を
知
り
合

い
の
製
材
所
で
野
晒
し
に
な
っ
て
い
た
杉
板
を
格
安

で
譲
っ
て
も
ら
い
、
巣
箱
の
土
台
の
材
料
が
出
来
た

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
勉
強
し
た
、
重
箱
式
の

巣
箱
を
作
る
こ
と
に
し
、
厚
さ
３
セ
ン
チ
、
幅
30
セ

ン
チ
、長
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
杉
板
４
枚
を
購
入
し
て
、

30
㎝
に
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
正
確
な
正
方

形
の
箱
が
必
要
な
た
め
、
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
っ
て
良
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か
っ
た
で
す
。

　

必
要
な
工
具
、
釘
、
ビ
ス
等
を
購
入
し
て
、
杉
材

の
裏
表
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
、四
角
の
箱
を
作
り
、

蜜
蜂
が
入
っ
た
時
に
中
の
様
子
を
見
る
た
め
、
四
角

の
覗
き
窓
を
切
り
抜
き
、
エ
ン
ピ
を
貼
り
付
け
ま
し

た
。
現
在
、
飼
育
し
て
い
る
蜜
蜂
を
見
る
の
に
重
宝

し
て
い
ま
す
。

　

今
、
考
え
る
と
杉
材
が
新
し
か
っ
た
の
で
、
泥
田

等
に
し
ば
ら
く
漬
け
て
、
匂
い
を
消
し
て
か
ら
作
っ

た
ら
よ
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

蜜
蜂
の
飼
育
サ
イ
ク
ル
は
、
春
、
２
月
～
４
月
頃

分
蜂
と
い
っ
て
、
今
い
る
女
王
蜂
が
半
分
位
の
働
蜂

を
連
れ
て
新
し
い
場
所
に
移
動
し
ま
す
。
現
在
の
二

代
目
の
女
王
蜂
は
、沢
山
の
卵
を
空
い
た
巣
に
生
み
、

卵
か
ら
幼
虫
に
な
る
と
働
蜂
は
幼
虫
の
餌
と
な
る
花

の
蜜
や
花
粉
を
与
え
て
飼
育
し
ま
す
。
２
～
３
個
の

王
台
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
部
屋
で
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー

と
い
う
栄
養
満
点
の
特
別
な
餌
を
与
え
ら
れ
る
と
女

王
蜂
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
女
王
蜂
が
成
長
す
る
と

今
ま
で
い
た
女
王
蜂
は
、
半
数
の
働
蜂
を
連
れ
て
分

蜂
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
年
に
３
～
４
回
分

蜂
し
て
子
孫
を
増
や
そ
う
と
し
ま
す
。

一
・
飼
育
上
の
ト
ラ
ブ
ル

①　

ス
ム
シ
の
発
生

　

蛾
の
一
種
で
あ
る
ツ
ヅ
リ
ガ
が
箱
の
隙
間
か
ら
中

に
入
り
卵
を
産
み
、
卵
は
幼
虫
と
な
る
と
、
花
粉
や

蜜
蜂
の
巣
の
ク
ズ
を
食
べ
箱
の
壁
に
穴
を
開
け
て
入

り
、
成
虫
と
な
り
ま
す
。
ツ
ヅ
リ
ガ
が
大
量
に
発
生

す
る
と
、
巣
が
壊
れ
、
女
王
蜂
と
は
、
働
蜂
と
共
に

新
し
い
巣
に
逃
去
し
ま
す
。
対
策
は
、
小
ま
め
に
見

回
り
花
粉
や
巣
の
ク
ズ
を
除
き
、
ス
ム
シ
が
い
な
い

か
点
検
す
る
こ
と
で
す
。

②　

ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
が
寄
生

　

海
外
か
ら
侵
入
し
た
ダ
ニ
で
非
常
に
小
さ
く
（
体

長
１
５
０
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
蜜
蜂
の
胸
部
の
気

管
内
に
寄
生
し
て
体
液
を
吸
い
、
他
の
蜜
蜂
に
移
動

し
て
感
染
を
広
げ
ま
す
。
感
染
し
た
蜜
蜂
は
、
方
向

感
覚
が
な
く
な
り
自
分
の
巣
箱
に
帰
れ
な
く
な
り
ま

す
。女
王
蜂
は
元
気
な
働
蜂
を
連
れ
て
逃
去
し
ま
す
。

対
策
は
、
箱
の
中
や
天
井
に
ハ
ッ
カ
で
作
っ
た
メ
ン

ト
ー
ル
を
入
れ
て
感
染
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
感
染
す

る
と
、
他
の
箱
に
も
伝
染
す
る
の
で
全
滅
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

③　

ス
ズ
メ
バ
チ
等
が
襲
っ
て
く
る

　

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
箱
の
入
口
で
働
蜂
を
襲
い
自
分

の
巣
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
働
蜂
は
、
数
匹
で
ス
ズ
メ

バ
チ
を
包
ん
で
自
分
の
体
温
が
高
い
事
を
利
用
し
て

ス
ズ
メ
バ
チ
を
殺
し
ま
す
。
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、

大
型
の
獰
猛
な
蜂
で
働
蜂
を
襲
っ
て
殺
し
、
箱
の
壁

を
か
じ
っ
て
中
に
入
り
、
幼
虫
を
咥
え
て
自
分
の
巣

に
持
ち
帰
り
ま
す
。
そ
の
為
、
全
滅
す
る
か
残
っ
た

働
蜂
を
連
れ
て
女
王
蜂
は
逃
去
し
ま
す
。
周
り
は
、

働
蜂
の
死
骸
が
一
杯
に
な
り
ま
す
。
対
策
は
、
箱
の

横
で
、
虫
取
り
網
で
捕
ま
え
る
か
、
ネ
ズ
ミ
ペ
ッ
タ

ン
コ
、蜂
ト
ラ
ッ
プ
を
仕
掛
け
る
こ
と
で
す
。
私
は
、

過
去
に
全
滅
し
た
経
験
か
ら
、
七
ミ
リ
の
金
網
で
巣

箱
を
囲
み
、
蜜
蜂
は
、
通
れ
る
が
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ

チ
は
、
通
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

④　

そ
の
他

　

暑
さ
対
策
を
し
な
い
と
、
巣
落
ち
し
て
逃
去
す
る

の
で
、
対
策
と
し
て
す
だ
れ
を
掛
け
日
陰
を
作
り
ま

す
。
箱
の
下
に
材
木
の
端
材
を
噛
ま
せ
て
隙
間
を
作

り
、
風
を
入
れ
ま
す
。
働
蜂
は
、
箱
の
下
に
並
ん
で

羽
根
を
震
わ
せ
、
風
を
送
る
扇
風
活
動
し
て
箱
内
の

温
度
を
下
げ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

冬
は
寒
さ
対
策
と
し
て
、
箱
を
菰
で
巻
い
た
り
、

餌
と
な
る
花
の
蜜
が
無
い
た
め
、
巣
に
あ
る
蜂
蜜
を

食
べ
る
が
、
少
な
い
時
は
、
砂
糖
水
や
保
存
し
て
い

た
蜂
蜜
を
与
え
て
冬
を
越
し
ま
す
。
暖
か
い
日
は
、

外
に
出
て
活
動
し
ま
す
。

二
・
採
蜜
に
つ
い
て

①　

時
期

　

基
本
的
に
は
、
秋
に
行
う
が
、
巣
箱
が
一
杯
に
な

り
下
の
端
ま
で
届
い
て
い
れ
ば
、
採
蜜
を
行
う
が
、

冬
が
近
け
れ
ば
、
全
部
を
採
ら
ず
２
～
３
列
を
残
し

て
、
冬
の
餌
を
確
保
し
ま
す
。
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②
方
法

　

丸
洞
式
か
重
箱
式
か
に
よ
っ
て
方
法
が
異
な
り
ま

す
。

◦
丸
洞
式

　

蜜
蜂
を
移
動
さ
せ
て
採
蜜
す
る
た
め
、
空
の
洞
を

天
井
を
下
に
し
て
置
き
、
そ
の
箱
の
上
に
蜜
蜂
が

入
っ
た
箱
を
重
ね
て
置
き
ま
す
。
空
の
洞
に
移
動
し

て
も
ら
う
た
め
、
箱
を
叩
い
て
、
女
王
蜂
も
一
緒
に

移
動
さ
せ
ま
す
。
移
動
が
終
わ
る
と
、
蓋
を
し
て
外

に
出
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
蜂
蜜
が
あ
る
洞
の
天
井

を
下
に
し
て
置
き
、
手
作
り
の
道
具
で
巣
を
切
り
取

り
、
蜂
蜜
が
あ
る
巣
の
蓋
を
切
り
取
り
金
網
の
上
に

ガ
ー
ゼ
置
い
て
漉
し
、
容
器
に
採
り
ま
す
。
そ
の
他

の
巣
は
、
冬
季
の
蜜
蜂
の
餌
や
働
蜂
を
空
箱
に
呼
び

寄
せ
る
為
の
餌
と
し
、
巣
は
煮
詰
め
て
ミ
ツ
ロ
ウ
を

造
り
ま
す
。

◦
重
箱
式

　

貯
蜜
の
状
態
を
確
認
し
て
、
前
も
っ
て
下
の
端
に

新
し
い
箱
を
継
ぎ
足
し
ま
す
。
上
側
か
ら
蜜
を
貯
め

る
た
め
、
天
井
を
外
し
て
、
風
を
送
っ
た
り
叩
い
た

り
し
て
蜂
を
下
の
箱
に
移
動
さ
せ
ま
す
。
ピ
ア
ノ
線

等
で
箱
を
切
り
離
し
ま
す
。
殆
ど
が
蜂
蜜
の
た
め
丸

洞
式
と
同
じ
く
採
蜜
と
ミ
ツ
ロ
ウ
を
造
り
ま
す
。

三
・
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　

昨
年
は
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
襲
わ
れ
た
後
ス
ム

シ
が
入
り
、
全
滅
。
他
の
箱
は
、
働
蜂
が
少
な
く
な

り
、
全
て
い
な
く
な
っ
て
か
ら
箱
を
点
検
す
る
と
、

蜂
蜜
は
十
分
残
っ
て
い
た
た
め
餌
不
足
で
逃
去
し
た

の
で
は
な
い
と
分
か
り
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
ア

カ
リ
ン
ダ
ニ
に
感
染
し
た
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
く
、
蜜
蜂
は

ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
２
個
の
箱
に
入
っ

て
く
れ
た
た
め
、
丸
洞
式
と
重
箱
式
で
蜂
蜜
製
造
と

子
育
て
に
頑
張
っ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
丸
洞
式
は
、

巣
が
小
さ
い
た
め
、
今
年
の
採
蜜
は
し
な
い
で
来
春

に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
が
、
砂
糖
水
等
を
与
え

て
越
冬
を
応
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
重
箱
式

は
、
働
蜂
の
数
も
増
え
来
年
に
は
、
採
蜜
が
出
来
る

よ
う
に
、
ス
ム
シ
、
ア
カ
リ
ン
ダ
ニ
、
オ
オ
ス
ズ
メ

バ
チ
の
対
策
を
頑
張
り
、
分
蜂
数
を
増
や
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

高
知
市
に
10
個
と
田
舎
に
７
個
の
箱
を
持
っ
て
お

り
、
２
個
は
、
元
気
に
蜂
蜜
を
造
っ
て
貰
っ
て
い
ま

す
。

　

小
ま
め
に
箱
を
掃
除
し
て
、
蜜
蜂
が
気
に
入
り
、

女
王
蜂
が
入
っ
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　

初
め
て
の
養
蜂
で
あ
り
、
沢
山
の
蜜
蜂
を
犠
牲
に

し
て
き
た
が
、
働
蜂
が
花
粉
を
着
け
、
花
の
蜜
を
集

め
て
帰
っ
て
来
る
姿
や
、
働
蜂
同
士
が
顔
を
寄
せ
て

会
話
を
し
て
い
る
様
な
姿
を
見
た
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ

と
の
戦
い
、
扇
風
活
動
を
眺
め
て
い
る
と
、
そ
の
、

《自家製の重箱》 《作業中の私》

健
気
さ
に
頭
が
下
が
り
、
何
時
ま
で
も
眺
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
蜜
蜂
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



－32－

第２０９号 令和７年１月四　国　電　友　会

《重箱の蜜蜂》

《重箱最上段の巣箱と蜂蜜》

《退治したオオスズメバチ》
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
自
発
的
に
社
会
活
動
に
参

加
し
、
無
償
で
活
動
す
る
人
た
ち
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。日
本
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
非
常
に
強
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
他
者
へ
の
思
い
や

り
や
社
会
貢
献
の
意
識
が
高
ま
り
、
自
己
成
長
や
人

間
関
係
の
構
築
に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
社
会
全
体
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
自
己
の

成
長
や
人
間
関
係
の
構
築
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
社

会
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
価
値
観

や
人
生
観
を
見
直
し
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
形
態
が
あ
り
、
災
害
時
の
救
援
活
動
や
高

齢
者
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
清
掃
や

環
境
保
護
活
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇 

大
谷
翔
平
が
試
合
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ご
み
を
拾
う

（
有
名
で
時
々
Ｔ
Ｖ
画
面
に
映
り
ま
す
）

〇
路
地
を
清
掃
す
る
（
普
段
日
常
の
普
通
の
景
色
）

　

身
近
な
些
細
な
行
動
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

と
は
意
識
を
し
て
い
な
い
け
れ
ど
こ
れ
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
効
果

は
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
自
己
成
長
や
自
己
肯
定
感
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
や
共
感
力
、
協

力
意
識
の
醸
成
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
ス
キ

ル
や
資
質
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
渡
辺
の
最
近
の
経
験
事
例
紹
介

①�
選
挙
投
票
所
で
の
「
出
口
調
査
」
調
査
員
を
し
ま

し
た
。

　

出
口
調
査
と
は
、
選
挙
結
果
を
予
測
す
る
た
め
投

票
所
の
出
口
で
、
投
票
し
た
人
に
直
接
投
票
行
動
を

尋
ね
て
調
べ
る
こ
と
で
す
。

　

有
権
者
の
関
心
が
集
ま
る
選
挙
の
際
に
、
テ
レ
ビ

局
、
新
聞
社
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
開
票
が
進
ん

で
い
な
い
段
階
で
の
候
補
者
の
当
選
の
見
込
み
（
当

選
確
実
：
当
確
）
を
推
定
す
る
た
め
の
主
要
な
材
料

の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
投
票
行
動
を
定
量
的

に
分
析
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

世
論
調
査
よ
り
正
確
性
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
ま

☆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
想
う
こ
と

渡
辺　

伸
一
さ
ん
（
東
か
が
わ
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

す
。
あ
く
ま
で
民
間
調
査
で
あ
り
、
投
票
の
秘
密
が

保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
聞
か
れ
て
も
答
え
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
松
市
の
あ
る
小
学
校
の
体
育
館
の
出
口
で
投
票

を
終
え
た
方
か
ら
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。（
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
直
接
書
込
み
）
声
を
掛
け
た
ほ
と
ん

ど
の
方
が
気
持
ち
良
く
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
10
問
５
分
）
高
齢
の
女
性
の
反
応
が
高
く
、
高
齢

の
男
性
は
嫌
が
り
消
極
的
。
若
い
人
は
反
応
し
な
い

人
（
無
視
）・
・
・
忙
し
く
時
間
が
な
い
。

　

詳
し
く
中
身
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
答
え
て
く

れ
る
内
容
は
ほ
ぼ
正
直
に
回
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
で
の
選
挙
報
道
の
当
確
報
道
の
早
さ
（
当
選

確
実
）
の
仕
組
み
が
少
し
分
か
り
ま
し
た
。

《出口調査》
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
が
わ
の
公
開
録
音
ス
タ
ッ
フ
補
助

　

丸
亀
町
ア
ー
ケ
ー
ド
け
や
き
広
場
に
て
開
催
の

「
み
ん
な
の
四
国
文
化
祭
２
０
２
４
」「
み
ん
な
で
筋

肉
体
操
in
高
松
」
の
受
付
、
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
運
営

補
助
業
務
を
１
日
し
ま
し
た
。

　

丸
亀
町
商
店
街
で
行
わ
れ
た
、「
み
ん
な
で
筋
肉

体
操
in
高
松
」
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
放
送
録
画
ス
タ
ッ
フ

補
助
員
と
し
て
設
営
か
ら
講
演
、
撤
収
作
業
ま
で
従

事
し
ま
し
た
。
近
く
で
見
て
い
る
だ
け
に
近
い
の
が

実
情
で
す
が
、
Ｔ
Ｖ
を
30
分
放
送
を
す
る
と
い
う
こ《公開録画》

と
が
ど
れ
だ
け
大
変
で
、
膨
大
な
設
備
を
準
備
し
、

リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
ス
ム
ー
ズ
な
本
番
を
迎
え

る
等
初
め
て
見
る
場
面
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身

の
価
値
観
や
人
生
観
を
見
直
し
、
よ
り
豊
か
な
人
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
是
非
、

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
紹
介
し
た
２
例
は
テ
ル
ウ
ェ
ル
さ
ん
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
地
元
の
水
利
組
合
の
組
合
長
を
し
て
お

り
、
地
域
へ
の
恩
返
し
と
考
え
地
道
な
取
り
組
み
を

喜
ん
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。（
こ
れ
は

無
給
）

　

ま
だ
ま
だ
人
生
は
長
い
。
是
非
、
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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◇　

青
木
　
信
夫
（
東
京
都
練
馬
区　

Ｈ
４
年
退
）

　

古
い
け
ど
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
の
身
、“
ア
レ
”

が
襲
っ
て
来
な
い
よ
う
何
か
の
目
標
持
っ
て
生
き
な

き
ゃ
ぁ
～
で
目
下
、
せ
め
て
四
国
時
代
の
ゴ
ル
フ
ス

コ
ア
に
近
づ
け
た
い
と
ば
か
り
に
「
生
き
る
目
標
」

を
『
ゴ
ル
フ
ス
コ
ア
２
桁
戻
し
』
と
定
め
、
日
々
、

さ
さ
や
か
に
送
っ
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

５
回
目
の
年
男
の
頃
、
肺
が
ん
が
見
つ
か
り
、
さ

て
は
我
が
血
筋
の
輝
か
し
き
？
伝
統
か
と
観
念
し
た

も
の
の
何
と
、肺
が
ん
オ
ペ
「
５
本
の
指
ド
ク
タ
ー
」

が
高
校
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
（
高
知
・
吾
川
・
梼
原
生
ま

れ
）
と
い
う
強
運
。
お
陰
で
、
と
う
と
う
７
回
目
の

年
男
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
オ
ペ

は
カ
メ
ラ
で
な
く
体
・
全
開
型
。
術
後
は
無
意
識
に

体
を
庇
う
ス
ウ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
あ
っ
と
言
う
間
の

“
１
０
０
叩
き
”、
爾
来
、
屈
辱
と
苦
難
の
日
々
が
続

い
て
い
る
次
第
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中

心
の
体
力
維
持
と
ス
ウ
ィ
ン
グ
練
習
、
い
わ
ば
基
礎

体
力
と
ス
ウ
ィ
ン
グ
研
究
と
が
結
実
⁉
そ
ろ
そ
ろ
？

私
は
今

　

今
月
号
は
、
今
年
「
年
男
・
年
女
」
を
迎
え
ら
れ

た
方
々
を
対
象
に
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思
い
出
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
体
力
を
つ
け
、
周
り
の
人
に
感
謝
し
つ
つ

前
向
き
に
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

池
田
　
幸
穂
（
松
前
町　

Ｈ
25
年
退
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
今
年
で
六
度
目
の
年
男
と
な
り
ま
す
。

　

補
導
委
員
も
７
年
目
を
迎
え
、
子
供
達
の
登
下
校

を
見
守
り
、
子
供
達
か
ら
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
２
時
間
程
度
週
２
回
し

た
り
、
月
１
回
程
度
船
釣
り
に
行
っ
た
り
し
て
楽
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
、
老
人
会

の
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
う
ち
に
、
秩
父
三
十
四
寺
札
所
巡
り
・
坂

東
三
十
三
寺
札
所
巡
り
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

石
川
　
達
夫
（
新
居
浜
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

妻
の
両
親
を
看
取
る
事
に
な
り
、
松
山
か
ら
新
居

浜
へ
転
居
し
て
早
や
６
年
。

　

現
在
は
、
夫
婦
と
愛
犬
４
匹
で
ワ
ン
ワ
ン
ガ
ヤ
ガ

ヤ
と
忙
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
で
始
ま

り
、
散
歩
で
終
わ
る
日
々
を
過
ご
す
中
、
大
変
な
事

を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
は
犬
の
寿
命
と
自
分
の
寿
命
を
考
え
て
無

か
っ
た
事
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
愛
犬
の
看
取
り
が
何

の
目
標
達
成
？
と
い
っ
た
こ
の
頃
で
す
？

◇　

安
西
　
勝
子
（
高
松
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

昨
年
夏
に
マ
ダ
ニ
に
噛
ま
れ
数
ヵ
月
入
院
し
ま
し

た
。
現
在
も
週
１
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
に
か
外
出
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
元
同
僚
の
数

名
と
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
、
気
分
転
換
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ガ
に
も
通
い
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

孫
は
５
人
い
ま
す
が
、
皆
こ
ち
ら
に
い
ま
せ
ん
が

一
番
上
が
結
婚
し
、式
は
今
年
で
す
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、
私
は
今
、
隣
の
家
へ
の
引
っ
越
し
の
準
備

で
大
忙
し
で
す
。

　

先
日
の
総
会
で
久
し
ぶ
り
に
同
期
の
お
茶
の
先
生

に
会
い
、
近
況
を
話
し
ま
し
た
が
、
ど
う
か
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
数
名
の
同
期
生
と

も
会
い
、
徳
島
・
三
本
松
と
共
に
４
年
間
過
ご
し
た《お茶の先生宅での初釜の日》
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目
が
正
常
で
し
た
。
先
生
か
ら
冗
談
か
本
音
か
百
歳

ま
で
大
丈
夫
と
言
わ
れ
困
惑
し
て
お
り
ま
す
。

　

残
念
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
た
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
同
級
生
と
の
温
泉
地
等
で
の

交
流
会
が
昨
年
の
出
雲
大
社
で
終
わ
り
と
な
り
ま
し

た
。
継
続
は
体
力
的
に
無
理
と
の
判
断
で
し
た
。
無

念
で
す
、
寂
し
い
で
す
、
心
の
糧
を
失
い
ま
し
た
。

ボ
ケ
が
始
ま
り
ま
せ
ん
か
心
配
で
す
。

　

本
年
は
ボ
ケ
対
策
で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈

り
し
ま
す
。

◇　

岩
村
　
邦
子
（
新
居
浜
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

令
和
７
年
は
巳
年
、
昭
和
16
年
生
ま
れ
の
私
は
、

い
わ
ゆ
る
年
女
で
あ
る
。

　

あ
る
干
支
占
い
師
曰
く
、
巳
年
の
女
性
は
、
知
性

に
優
れ
、
物
事
を
冷
静
且
つ
分
析
的
に
対
処
で
き
、

努
力
を
惜
し
ま
な
い
。
性
格
は
、物
事
に
執
念
深
く
、

情
熱
的
で
あ
る
。
な
ん
て
、
こ
の
歳
に
な
る
と
、
ど

う
で
も
い
い
よ
。

　

年
女
の
年
は
、
良
く
も
悪
く
も
変
化
が
起
こ
る
年

齢
の
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
年
も
超
老
老
介
護
の

日
は
続
く
け
ど
、
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
、
何
か

巳
年
の
お
守
り
で
も
身
に
着
け
て
、
執
念
深
く
長
生

き
で
き
る
よ
う
、
健
康
第
一
で
前
向
き
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
か
ね
。
自
己
責
任
で
ね
。

る
限
り
体
を
動
か
す
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
健

康
の
源
は
や
は
り
三
度
の
食
事
。
毎
日
食
事
を
作
っ

て
く
れ
る
母
ち
ゃ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
、
互
い
に
離
れ

ず
離
さ
ず
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

井
原
　
眞
人
（
四
国
中
央
市　

Ｈ
20
年
退
）

　

退
職
し
て
10
年
目
、
退
職
後
は
、
両
親
の
介
護
を

し
な
が
ら
少
し
の
稲
作
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

両
親
も
亡
く
な
り
、４
年
程
前
か
ら
、稲
作
と
家
庭
菜

園
程
度
の
畑
を
し
な
が
ら
、
近
所
の
造
園
業
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
始
め
、月
に
２
週
間
程
度
働
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
自
治
会
農
協
の
世
話
役
活
動
、
退

職
者
の
会
な
ど
で
、
ツ
ー
リ
ン
グ
に
も
な
か
な
か
い

け
な
い
程
、
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
昨
年
春
に
肺
炎
、
夏
に
は
熱
中
症
寸
前
２

回
、
秋
に
は
、
前
立
腺
が
ん
と
70
年
も
使
え
ば
身
体

に
変
化
出
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
常
生
活
で
は
、
６
月
に
は
田
植
え
、

秋
に
は
稲
刈
り
・
自
宅
や
近
所
の
庭
木
の
剪
定
等
、

こ
れ
ま
で
通
り
に
何
と
か
や
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
治
療
に
も
専
念
し
体
調
回
復
を
目
標
に

ぼ
ち
ぼ
ち
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

岩
垣
　
憲
彦
（
高
知
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
人
生
の
終
着
駅

か
と
思
い
ま
す
が
10
月
の
健
康
診
断
で
は
全
て
の
項

年
続
く
か
を
考
え
る
と
、
認
知
に
な
ら
ず
元
気
に
過

ご
す
事
を
第
一
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
一
言
、
自
由
な
自
分
時
間
が
欲
し
い
！

◇　

石
崎
　
　
優
（
松
山
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

　

退
職
し
て
か
ら
、早
寝
、早
起
き
、体
力
作
り
、ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
（
花
木
果
樹
）、
旅
等
・
・
・
毎
日
が
休

日
の
ペ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

年
男
を
迎
え
て
思
う
事
は
、
や
は
り
平
穏
で
健
康

な
日
々
を
過
ご
せ
る
事
で
す
。

　

巳
年
に
ち
な
ん
だ
四
字
熟
語
が
あ
り
ま
す
。
蛇
足

無
用
（
蛇
に
足
を
付
け
る
と
い
う
意
味
で
、
無
駄
な

事
を
し
な
い
と
い
う
教
え
で
す
。）
人
生
、
長
い
様

で
短
い
、残
り
の
人
生
蛇
足
無
用
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
、
お
元
気
で
良
き
一
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

◇　

市
原
　
康
孝
（
吉
野
川
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

昭
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
と
し
て
１
０
０
年
目
の

今
年
。
生
ま
れ
た
年
を
含
め
る
と
７
回
目
の
巳
年
を

迎
え
ま
し
た
。
お
か
げ
で
大
病
す
る
こ
と
な
く
元
気

で
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
す

れ
ば
、
や
は
り
気
に
な
る
の
が
健
康
の
こ
と
。

　

天
童
よ
し
み
の
「
昭
和
か
た
ぎ
」
を
時
々
口
ず
さ

み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
等
、
で
き
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◇　

上
野
　
茂
勝
（
松
山
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

健
康
で
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
事
が
出
来
て
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
し
て
か
ら
早
や
８
年
が
過
ぎ
、
町
内
の
役
員

を
さ
せ
て
も
ら
い
夏
祭
り
に
運
動
会
、
秋
祭
り
、
小

学
校
創
立
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
文
化
祭
等
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
毎
週
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ボ

ウ
リ
ン
グ
そ
れ
か
ら
趣
味
の
ミ
カ
ン
作
り
と
、
雨
の

日
以
外
は
休
む
こ
と
無
く
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

今
の
楽
し
み
は
毎
日
来
て
く
れ
る
１
才
半
の
孫
の

顔
を
見
て
遊
ぶ
の
が
一
番
の
和
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

も
う
少
し
顔
張
っ
て
楽
し
い
人
生
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇　

上
村
　
武
久
（
松
山
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

６
回
目
の
年
男
、
そ
う
言
わ
れ
る
ま
で
他
人
の
こ

と
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
か
ら
何
も
し
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

く
て
、
体
が
動
く
ま
で
小
中
学
校
の
校
務
員
の
仕
事

を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
お
り
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
還
暦
に
な
っ
て
か
ら
好
き
な
ピ
ア
ノ
を
始

め
、
指
を
動
か
す
こ
と
は
痴
呆
症
予
防
に
ち
ょ
う
ど

良
く
、
ま
た
ピ
ア
ノ
発
表
会
の
何
と
も
言
え
な
い
緊

◇　

大
﨑
　
起
美
代
（
高
知
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

私
は
今
年
７
回
目
の
年
女
で
す
。
60
才
、
70
才
は

親
の
介
護
に
追
わ
れ
、
今
は
自
分
達
が
介
護
さ
れ
る

身
、
夫
は
要
介
護
１
で
老
老
介
護
で
す
。

　

今
は
病
院
通
い
が
仕
事
、
主
人
の
病
院
は
二
人
で

自
分
の
病
院
は
一
人
で
、
多
少
持
病
は
あ
り
ま
し
た

が
83
才
で
次
々
と
左
肩
腱
板
断
裂
、脊
柱
管
狭
窄
症
、

右
肩
腱
板
断
裂
、（
手
術
は
し
て
い
な
い
）
ア
キ
レ

ス
腱
周
囲
炎
症
・
・『
若
い
頃
運
動
し
て
い
た
ろ
う
』

「
は
い
」『
貴
女
の
体
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
よ
。
無

理
し
過
ぎ
、
体
を
休
ま
せ
る
の
が
一
番
』

　

ま
た
、
主
治
医
が
休
み
で
代
理
の
先
生
の
時
、
私

の
カ
ル
テ
を
見
て
肩
、
腕
、
腰
６
ヵ
所
注
射
を
し
な

が
ら
「
こ
れ
は
す
ご
い
、
頑
張
り
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
・
・
主
人
を
一
人
に
し
て
入
院
は
で
き
な
い
。

　

夫
は
私
の
こ
と
を
病
気
の
デ
パ
ー
ト
総
合
庁
舎
だ

と
言
う
。
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
体
力
は
低
下
、
何
と

言
っ
て
も
健
康
第
一
、
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
何
事
に
も
挑
戦
し
、
楽
し

み
た
い
で
す
。

　

近
く
に
住
む
娘
や
息
子
に
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た

り
し
な
が
ら
、
夫
婦
共
に
八
十
路
、
二
人
三
脚
で
助

け
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
近

く
に
子
供
が
い
る
こ
と
は
本
当
に
心
丈
夫
で
す
。
皆

様
お
元
気
で
。

張
感
が
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
時
か
何
処
か
の
街
角
ピ
ア
ノ
で
弾
く
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

《スタインウェイのピアノで演奏させていただき感激》
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背
の
高
さ
や
言
葉
の
語
順
な
ど
、
気
が
付
け
ば
「
な

る
ほ
ど
」
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
周
囲
の
状
況
に
よ
り
勉
強
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
１ 　

虹
の
色
数
は
７
色
、
６
色
、
５
色
、
４
色
、

３
色
で
あ
る
。

※
２ 　

オ
ラ
ン
ダ
と
い
う
国
は
な
く
、
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ド
王
国
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
炎
が

メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
て
い
る
（
メ
ラ
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
で
赤
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
日
本
語
に

な
っ
て
い
る
。

◇　

大
森
　
英
夫
（
松
山
市　

Ｈ
26
年
退
）

◇　

大
野
　
辰
二
郎
（
松
山
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

ウ
イ
ニ
ン
グ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
女
性
８

人
・
男
性
３
人
全
員
が
70
才
以
上
）
で
毎
週
、
月
曜

と
木
曜
の
２
回
、
朝
10
時
か
ら
石
手
川
コ
ー
ト
で
基

礎
練
習
を
し
、
昼
食
は
、
女
性
達
が
持
ち
寄
っ
て
く

れ
た
手
作
り
の
軽
食
・
菓
子
等
を
皆
で
雑
談
し
な
が

ら
頂
く
。
こ
れ
が
楽
し
い
。

　

午
後
は
全
員
が
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
パ
ー
ト
ナ
ー
と
試

合
順
序
を
決
め
て
各
自
２
試
合
程
（
ダ
ブ
ル
ス
）
を

午
後
２
時
頃
ま
で
す
る
。

　

勝
率
は
右
肩
下
が
り
で
、
且
つ
３
割
を
切
っ
て
久

し
い
。
こ
れ
が
厳
し
い
。

　

そ
れ
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
若
手
Ｏ
Ｂ
が
時
々
、
練
習
や
試

合
に
訪
ね
て
く
れ
る
。
こ
れ
が
嬉
し
い
。

◇　

大
畑
　
　
武
（
高
松
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

60
才
で
退
職
で
す
か
ら
23
年
間
経
過
し
、
近
況
報

告
の
場
を
与
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
妻
の
脳
梗
塞
の
後
遺
症
で
ほ
と
ん
ど
が

ベ
ッ
ド
の
上
の
生
活
。
私
は
退
職
後
に
何
か
役
に
立

つ
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
比
較
的
自
由
に
な
る
外

国
人
観
光
客
に
栗
林
公
園
を
案
内
し
た
り
、
ま
た
日

本
に
来
て
い
る
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
た
り
す
る

サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
い
ろ
い
ろ

な
事
を
学
び
ま
し
た
。
虹
の
色
の
数
が
風
に
よ
り
異

な
る
こ
と
※
１
。
国
の
名
前
が
全
く
異
な
る
※
２
。

　

退
職
し
て
２
年
程
、
の
ん
び
り
と
家
庭
菜
園
と
テ

レ
ビ
の
番
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
ケ
防
止
と
健
康

維
持
の
た
め
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、

駐
車
場
管
理
を
２
年
程
し
た
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
体
調
は
万
全
で

◇　

大
西
　
代
志
子
（
坂
出
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

私
は
私
塾
を
経
営
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
退
職
者

の
会
か
ら
葉
書
が
届
き
ま
す
。
そ
の
文
面
に
、
近
況

報
告
を
記
述
す
る
所
が
あ
り
「
生
徒
と
楽
し
く
勉
強

し
て
い
ま
す
と
」・
・
・
そ
れ
を
目
に
し
た
ス
タ
ッ

フ
の
方
達
は
、
楽
し
く
と
は
い
か
に
・
・
・
と
思
い

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
と
は
、
Ａ
生
徒
は
、「
先
生
な
ん
で
勉

強
は
面
倒
く
さ
い
の
で
す
か
？
」
Ｂ
生
徒
は
、「
分

か
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
楽
し
さ
が
あ
る
」
Ｃ
生
徒

は
「
先
生
が
い
つ
も
お
話
し
す
る
こ
と
は
、
勉
強
と

は
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
」
と
言
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
Ａ
君
Ｂ
君
の
気
持
ち
は
よ
く
分
か
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
思
い
込
ん
で
い
て
は
何
も
前
に
進

ま
な
い
。

　

現
実
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
Ｃ
君
が
言

う
「
先
生
の
お
言
葉
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る

勉
強
は
し
っ
か
り
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
う

こ
と
が
楽
し
く
に
値
す
る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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月
２
～
３
回
の
ゴ
ル
フ
、
孫
の
世
話
等
で
毎
日
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

７
回
目
の
年
男
も
元
気
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
健

康
に
注
意
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

◇　

越
久
田
　
洋
（
松
山
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

最
後
ま
で
話
を
聴
く
と
い
う
こ
と
に
は
、
実
行
す

る
の
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

　

つ
い
口
を
挟
み
た
く
な
り
、
我
慢
す
る
の
が
難
し

い
83
才
の
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

或
る
本
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。「
聴
い
て
る
ふ
り

だ
け
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
夫
婦
な
ん
か

だ
と
「
あ
あ
、
あ
あ
、
う
ん
」
っ
て
、
他
の
こ
と
を

考
え
て
い
た
っ
て
い
い
ん
だ
か
ら
。
と
？

　

人
の
話
を
最
後
ま
で
聴
か
な
い
で
、
す
ぐ
自
分
の

ほ
う
に
持
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◇　

小
國
　
正
知
（
多
度
津
町　

Ｈ
31
年
退
）

　

令
和
７
年
の
干
支
は
乙
巳
で
す
。「
努
力
を
重
ね
、

物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
年
」
だ
そ
う
で
す
。

　

陶
芸
・
ヨ
ー
ガ
・
料
理
教
室
・
煎
茶
な
ど
長
く
続

け
て
い
ま
す
。
４
回
目
の
四
国
遍
路
も
打
ち
始
め
ま

し
た
。
１
年
前
か
ら
伝
統
的
工
芸
品『
丸
亀
う
ち
わ
』

の
技
術
技
法
講
座
を
受
講
し
、
製
作
技
術
の
習
得
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
『
丸
亀
市
文
化
財
観
光
案
内
会
』
に
入
会

　

趣
味
の
切
り
絵
を
楽
し
み
、
毎
年
３
月
に
あ
る
発

表
会
と
11
月
の
文
化
祭
に
向
け
て
製
作
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
は
、
月
一
度
く
ら
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
の
後
輩
の

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
鯛
や
ア
コ

ウ
等
を
釣
り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

し
、
丸
亀
城
、
中
津
万
象
園
の
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。ま
た
、『
亀
友
会
ハ
イ
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
』

に
仲
間
入
り
し
、
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
、
何
か
、
ど
こ
か
で
、

役
に
立
ち
、
楽
し
く
心
豊
か
な
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
。

◇　

貝
野
　
正
照
（
松
山
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

今
年
で
６
回
目
の
年
男
に
な
り
ま
す
。

　

一
昨
年
は
Ｊ
Ａ
選
果
場
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
卒
業

し
、
趣
味
の
山
歩
き
も
四
国
百
名
山
２
廻
り
で
一
息

つ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
母
の
死
去
等
で
バ
タ
バ
タ
し
、
感
謝
と
反

省
の
一
年
で
し
た
。

　

今
年
は
各
種
花
便
り
に
合
わ
せ
て
、
女
房
と
四
国

各
地
の
ド
ラ
イ
ブ
を
計
画
し
ま
す
。
全
市
町
村
95
、

道
の
駅
91
、
四
国
八
十
八
景
、
ダ
ム
カ
ー
ド
73
＋
α
、

そ
の
他
、
地
図
を
見
て
る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。

◇　

加
地
　
弘
嗣
（
四
国
中
央
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
６
回
目
の

年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
少
し
ば
か
り
の
農
業
に
励
む
傍
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。「
ヨ
ガ
」「
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
」
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
健
康
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇　

門
脇
　
一
男
（
三
豊
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
、
こ
れ
ま
で
健
康
で
楽
し
く
過
ご

し
て
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

老
い
を
感
じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
退
職

後
か
ら
始
め
た
み
か
ん
栽
培
も
４
年
目
を
迎
え
、
今

年
は
少
し
で
す
が
産
直
市
に
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
趣
味
の
方
で
は
狩
猟
や
有
害
鳥
獣
の
駆
除

な
ど
、
自
然
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
ま
す
。
こ
の
延
長
で
香
川
県

猟
友
会
の
監
事
や
香
川
県
の
鳥
獣
保
護
管
理
員
と
し 《趣味の切り絵製作中》
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◇　

菊
地
　
郁
夫
（
松
山
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

６
回
目
の
「
年
男
」
を
元
気
に
迎
え
ら
れ
る
こ
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
在
職
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
①
昭
和
60
年
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
民
営
化
を
本
社
で

経
験
、②
平
成
７
年
の「
高
知
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
」、

③
平
成
20
年
の
四
国
初
「
徳
島
で
フ
レ
ッ
ツ
テ
レ
ビ

開
始
」
で
す
。

　

平
成
28
年
に
テ
ル
ウ
ェ
ル
を
退
職
し
て
か
ら
は
、

◇　

鹿
庭
　
博
純
（
さ
ぬ
き
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

早
い
も
の
で
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
70
才
を
迎
え
る
頃
は
何
か
趣
味
を
持
っ

《鷲が頭山》

て
も
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
は
気
候
変
動
や
物
価
高
で
農
業
を
続
け
る
に

は
厳
し
い
環
境
で
す
が
、
何
と
か
み
か
ん
栽
培
を
軌

道
に
乗
せ
る
べ
く
そ
れ
な
り
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
ま
す
。

《みかん畑全景》

て
、
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
る
と
想
像
し
て
い
た
も

の
で
し
た
。

　

で
も
今
は
第
二
の
職
場
で
専
門
の
電
気
の
他
、
消

防
・
空
調
・
衛
生
設
備
等
の
維
持
管
理
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
各
協
力
会
社
の
技
術
者
と
一
緒
に
点
検

整
備
を
し
て
、
各
シ
ス
テ
ム
の
知
識
を
知
っ
て
い
く

の
も
面
白
く
、
働
け
る
内
は
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
所
で
す
。
目
下
、
仕
事
を
辞
め
た
時
の
た
め
何
か

趣
味
を
見
つ
け
る
の
が
課
題
で
す
。

◇　

川
東
　
一
洋
（
松
山
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

早
く
も
、
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
年
齢
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
同
居
し
て
い
る
、
週
３
回
の
透
析
と
車
椅

子
が
必
要
な
99
才
の
義
父
の
介
護
を
中
心
と
し
た
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
老
老
介
護
で
す
ね
。

　

個
人
的
に
は
、
難
病
指
定
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
）
を

受
け
、
10
年
経
過
し
、
病
状
は
落
ち
着
い
て
い
ま
す

の
で
、健
康
の
た
め
、近
隣
の
山
（
淡
路
ヶ
峠
、宝
ヶ

峰
、
芝
ヶ
峠
）
を
５
～
８
㎞
歩
き
足
腰
を
鍛
え
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
、
山
仲
間
と
石
鎚
山
等
の
山
々
へ

出
か
け
て
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

医
者
か
ら
、
食
事
制
限
（
禁
酒
を
含
め
）
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
気
に
し
な
が
ら
の
生
活
で
す
が
、

山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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「
健
康
維
持
」
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
汗
を
流

す
毎
日
で
す
。

　

ま
た
、
諸
先
輩
と
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
は
元
気
な

プ
レ
イ
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
来
年
の
「
金
婚
式
」
と
、
３
回
目
の
四

国
八
十
八
ヶ
所
巡
り
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

◇　

久
保
　
信
昭
（
四
国
中
央
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
定
年
退
職
し
て
「
28
年
」
先
日
「
83
才
」

の
誕
生
日
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

四
国
電
友
会
か
ら
近
況
等
の
報
告
依
頼
で
「
私
の

現
状
」
を
報
告
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
の
記
録
的
な
暑
さ
で
枝
の
生
育
が
過
去

数
年
間
最
大
の
経
験
で
、
私
の
家
屋
の
周
囲
を
取
り

囲
む
生
け
垣
の
「
剪
定
・
除
草
」
が
大
変
で
し
た
。

加
齢
に
よ
る
脚
腰
の
筋
力
低
下
を
痛
感
し
て
い
ま
す

が
、
食
欲
も
あ
り
元
気
で
す
。

　

１
ヵ
月
余
り
で
新
し
い
年
に
な
り
ま
す
が
７
回
目

の
巳
年
も
元
気
に
迎
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

久
保
　
　
一
（
松
山
市　

Ｒ
１
年
退
）

　

６
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

　

つ
く
づ
く
歳
だ
な
！
と
感
じ
ま
す
。
介
護
で
周
り

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
健
康
第
一
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
６
月
に
膵
臓
が
ん
で
妻
を
亡
く
し
て

か
ら
は
、
猫
（
２
０
１
１
年
生
ま
れ
）
よ
り
は
長
生

き
し
よ
う
と
、
ジ
ム
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
週
に
３
日
、
松
山
の
不
動
産
会
社
で
働
き

な
が
ら（
も
う
５
年
に
）、元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。《レンタル畑の収穫》《直立の愛猫「大雅」》

◇　

栗
本
　
明
夫
（
徳
島
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

趣
味
で
メ
ダ
カ
の
飼
育
を
５
年
前
か
ら
始
め
ま
し

た
が
、
今
で
は
大
中
小
の
容
器
が
20
余
り
あ
り
、
夏

は
毎
日
、
水
替
え
、
エ
サ
や
り
（
１
日
３
度
）
で
２

時
間
余
り
世
話
を
し
て
い
る
の
で
、
日
に
焼
け
健
康

的
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
冬
は
エ
サ
も
ほ

と
ん
ど
食
べ
ず
、
水
替
も
１
週
間
に
数
回
程
度
で
炬

燵
に
入
っ
て
テ
レ
ビ
や
本
を
読
む
の
が
習
慣
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

寒
く
な
る
と
動
く
こ
と
が
少
な
い
の
で
毎
年
、
血

圧
が
上
が
り
、
腰
痛
・
関
節
痛
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

メ
ダ
カ
も
毎
年
増
え
す
ぎ
る
の
で
、
昨
年
は
朝
市

等
に
メ
ダ
カ
す
く
い
を
無
償
で
複
数
回
提
供
し
ま
し

た
が
、
昨
年
生
ま
れ
た
メ
ダ
カ
が
今
年
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
で
昨
年
よ
り
も
増
え
て
い
る
状
況
で

す
。
今
年
も
元
気
に
メ
ダ
カ
す
く
い
な
ど
無
償
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

黒
石
　
敬
博
（
松
山
市　

Ｈ
21
年
退
）

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
電
友
会
活
動
・
21
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協

議
会
グ
ル
ー
プ
の
活
動
等
に
ご
理
解
ご
協
力
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、
昨
年
は
思
い
も
よ
ら

ず
人
生
で
初
め
て
１
年
で
三
つ
の
感
謝
状
・
表
彰
状

を
頂
き
、
ま
た
、
私
生
活
で
も
無
事
金
婚
式
を
迎
え
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一
生
感
動　

一
生
青
春

　

43
年
間
の
会
社
人
生
を
大
過
な
く
無
事
卒
業
で
き

た
の
も
家
族
全
員
の
協
力
と
健
康
で
あ
っ
た
こ
と
に

感
謝
。

　

い
ろ
い
ろ
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
去
来
し
ま

す
が
、
振
り
返
れ
ば
波
打
際
を
歩
い
て
い
る
様
な
も

の
で
、
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
「
一
期
一
会
」
人

生
の
節
目
節
目
に
出
会
っ
た
「
人
生
の
師
」
が
大
き

な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

　

人
生
様
々
、
後
半
人
生
を
ア
ナ
ロ
グ
人
間
が
「
デ

ジ
タ
ル
で
私
の
人
生
針
（
張
り
）
が
な
い
」
と
な
ら

な
い
よ
う
に
昔
青
い
山
脈
、
今
不
整
脈
で
す
が
一
生

感
動
一
生
青
春
の
気
持
ち
で
人
生
を
謳
歌
し
た
い
。

◇　

河
野
　
和
男
（
今
治
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

退
職
し
て
６
年
半
に
な
り
ま
す
が
、
体
調
は
２
ヵ

月
に
一
回
通
院
し
、
大
し
た
病
気
に
は
な
ら
ず
、
天

気
が
良
い
日
は
散
歩
し
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
で
す
が
孫

を
塾
や
サ
ッ
カ
ー
・
空
手
の
練
習
会
場
に
送
っ
て
い

ま
す
。

　

映
画
を
週
３
～
４
回
観
に
行
き
、
ゴ
ル
フ
・
旅
行

も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
仲
間
で
年
数
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

喜
び
と
い
え
ば
数
年
前
か
ら
応
援
し
て
い
た
日
本

代
表
元
監
督
の
岡
田
武
史
さ
ん
が
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

Ｆ
Ｃ
今
治
が
昨
年
Ｊ
３
か
ら
Ｊ
２
に
昇
格
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
引
き
続
き
シ
ー
ズ
ン
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

し
今
治
里
山
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を
運
び
楽
し
ん
で
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

◇　

小
林
　
彰
次
（
松
山
市　

Ｒ
１
年
退
）

　

電
友
会
会
員
の
皆
さ
ん　

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

か
。
令
和
元
年
３
月
に
退
職
し
ま
し
た
小
林
彰
次
で

す
。

　

令
和
５
年
７
月
か
ら
派
遣
社
員
と
し
て
週
３
日
間

の
学
童
保
育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
ら
し
い

素
直
な
学
童
も
多
い
の
で
す
が
、
昔
と
変
わ
ら
ず
わ

ん
ぱ
く
坊
主
の
ガ
キ
大
将
も
い
て
、
手
を
焼
い
て
お

り
ま
す
。

　

退
職
後
の
楽
し
み
の
一
つ
は
昔
仲
間
と
の
懇
親
会

で
す
。
個
人
情
報
保
護
法
に
抗
い
な
が
ら
連
絡
先
を

聞
き
出
し
昔
話
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
社
会
と
の
繋
が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
国

家
試
験
に
挑
戦
中
で
す
。
大
谷
翔
平
君
の
よ
う
に

き
っ
ち
り
と
し
た
計
画
と
実
践
が
伴
え
ば
合
格
も
す

る
こ
と
が
で
き
、大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
お
支
え
、
家
族
の

支
え
が
な
け
れ
ば
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

と
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

今
年
は
６
回
目
の
年
男
。
70
歳
が
老
化
の
分
か
れ

道
と
い
う
説
に
よ
る
と
、
80
才
以
降
、
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
は
70
代
の
過
ご
し
方
が
大
事
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
は
、
身
体
機
能
も
脳
機
能
も
衰
え
な
い
よ

う
に
意
図
的
に
体
を
動
か
し
、
脳
を
使
う
こ
と
を
習

慣
化
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
、
子
供
達
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
少
し
ず
つ
断
捨
離
も
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
今
年
は
、
今
ま
で
や
ろ
う
と
思
い
つ
つ

出
来
な
か
っ
た「
年
賀
状
じ
ま
い
」「
書
籍
類
の
整
理
」

「
写
真
の
整
理
」
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
多
幸
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

《西川花公園にて》

◇　

黒
岩
　
靖
夫
（
香
南
市　

Ｈ
９
年
退
）
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た
。
う
か
う
か
し
て
い
る
と
８
回
目
の
年
男
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
も
か
く
周
り
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
、
長
生
き
を

す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
タ
バ
コ
は
54
才
で
止

め
、
酒
は
75
才
頃
か
ら
控
え
め
に
し
て
い
る
。

　

地
域
で
の
お
世
話
も
徐
々
に
減
ら
し
、
最
近
は
畑

い
じ
り
に
精
を
出
し
て
い
る
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、
く
よ
く
よ
せ
ず
心
身
健
康
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

る
の
で
し
ょ
う
が
、内
外
の
誘
惑
の
た
め
四
苦
八
苦
。

来
年
に
は
合
格
の
報
告
が
で
き
る
よ
う
今
日
か
ら
頑

張
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
元
気
で
。

◇　

近
藤
　
安
英
（
松
山
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
を
健
康
で
入
院
の
体
験
も
な
く
迎

え
ら
れ
た
喜
び
と
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
諸
先
輩
方

の
指
導
・
助
言
が
大
き
な
支
え
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
達
が
子
供
の
頃
は
、
戦
時
中
で
も
あ
り
衣
食
住

す
べ
て
が
不
足
し
、
我
慢
と
節
約
の
時
代
で
、
当
時

は
外
で
遊
ぶ
事
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
裏
山
の
竹
や

木
を
使
っ
て
竹
ト
ン
ボ
、
木
刀
な
ど
遊
具
を
手
作
り

し
て
遊
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
代
の
体
験
が
現
在
の
健
康
の
源
だ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ト
ラ
ッ
ク
に
例
え
る
と
、
第

４
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
ゴ
ー
ル
に
近
づ
い
て
い
ま
す

が
、
最
後
の
望
み
は
も
う
一
度
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の

歓
喜
と
孫
の
結
婚
式
の
参
列
を
夢
見
て
、
日
々
健
康

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

篠
原
　
紀
昭
（
西
条
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

一
般
的
に
は
一
病
息
災
と
言
わ
れ
て
い
る
が
自
分

は
三
病
息
災
か
も
し
れ
な
い
。

　

早
く
も
７
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
年
齢
に
な
っ

◇　

篠
原
　
浩
司
（
松
山
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

稲
作
４
反
、
家
庭
菜
園
12
坪
、
民
生
委
員
５
年
目
、

寺
総
代
15
年
目
、
ゴ
ル
フ
月
２
回
に
時
間
を
費
や
し

て
い
ま
す
。

　

家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
定
期
健
康
診
断

と
適
量
飲
酒
を
特
に
心
掛
け
、
孫
の
成
長
を
楽
し
み

な
が
ら
、
細
く
長
く
80
才
ま
で
は
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

新
開
　
和
彦
（
松
山
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。今
年
72
才
の
年
男
で
す
。

こ
の
10
年
で
父
母
を
看
取
り
、田
舎
の
実
家
も
売
却
、

墓
じ
ま
い
を
終
え
ま
し
た
。
も
う
長
男
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
で
は
、
20
年
前
、
大
阪
勤
務
時
代
に
加
入
し

ま
し
た
（
素
人
の
）
歴
史
研
究
会
の
繋
が
り
で
、
月

に
数
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
関
連
で
伊
予
の
歴
史
や
子
規
・
山
頭
火
な
ど
に

興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
、
妻
と
の
散
歩
な
ど
で
穏
や
か
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
幸
せ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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ま
す
。

　

皆
様
に
も
私
の
干
支
を
お
分
け
し
ま
す
の
で
、
宝

く
じ
を
買
い
（
自
己
責
任
）、
良
い
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。

◇　

高
木
　
康
裕
（
高
松
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

何
は
と
も
あ
れ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
肩

の
荷
が
下
り
た
と
こ
ろ
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
何
の
事
か
と
申
し
ま
す
と
、
頭
組
活
動
に
つ

い
て
で
す
。

　

地
元
自
治
会
に
神
社
（
廣
旗
神
社
）
の
頭
組
と
し

て
の
役
割
が
18
年
ぶ
り
に
回
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

任
期
は
一
昨
年
10
月
（
引
継
ぎ
）
～
昨
年
10
月
（
本

祭
り
）
の
１
年
間
で
す
。
期
間
中
の
祭
事
す
べ
て
に

お
い
て
主
体
的
に
お
世
話
を
す
る
わ
け
で
す
。

　

通
年
に
お
い
て
の
自
治
会
活
動
は
こ
れ
と
い
っ
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
自
治
会
と
し
て
は
大
仕
事

で
す
。
な
に
せ
軒
数
は
僅
か
14
軒
で
し
て
、
さ
ら
に

ご
高
齢
で
作
業
が
難
し
い
方
々
を
除
く
と
10
軒
で
の

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

頭
組
の
構
成
は
、
頭
屋
を
筆
頭
に
６
名
の
役
員
と

そ
の
他
全
員
と
し
ま
し
た
。
私
の
役
回
り
は
世
話
人

の
立
場
で
あ
り
ま
し
た
。
役
員
会
・
全
体
会
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
説
明
、
必
要
物
品
の
購
入
、
玉
串
料
・

獅
子
舞
等
の
お
礼
の
準
備
、
舞
姫
・
神
輿
担
ぎ
手
等

の
参
加
依
頼
、
グ
ル
ー
プ
自
治
会
へ
の
協
力
依
頼
な

　
「
年
男
」
を
迎
え
、
退
職
以
降
は
毎
日
暇
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
毎
日
余
暇
の
時
間
を
利
用
し

て
テ
レ
ビ
の
お
も
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
毎
月
土
曜
日
、
友
人
二
人
で
鳴
門

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。
私
の
希
望

と
し
て
は
大
き
な
レ
ー
ス
の
高
額
配
当
を
当
て
た
い

と
夢
見
て
い
ま
す
。

◇　

須
賀
　
一
成
（
松
山
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

干
支
の
話
は
神
社
へ
お
参
り
の
時
し
か
意
識
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
賀
状
の
欠
礼
が
原
因
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
先
日
の
新
聞
に
、
今
年
は
60
年
に
一
度

の
「
乙
巳
（
き
の
と
み
）」
の
大
変
縁
起
が
良
い
年

で
あ
る
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
「
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

10
億
円
」
の
券
を
10
枚
買
い
、
10
億
円
が
当
た
っ
た

夢
で
も
見
よ
う
か
な
と
、
新
年
を
楽
し
み
に
し
て
い

ど
事
務
的
な
こ
と
を
殆
ど
一
人
称
で
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
役
員
の
一
人
が
早
々
に
体
調
を
崩
し
た
こ

と
に
よ
り
式
典
の
司
会
ま
で
す
る
羽
目
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
秋
季
例
大
祭
等
、
祭
事
に
は
種
々
あ
り

ま
す
が
、
近
隣
神
社
で
は
、
お
田
植
祭
に
関
し
て
は

殆
ど
や
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
前
頭
組
よ
り
引
き

継
が
れ
た
籾
種
の
種
蒔
き
か
ら
斎
田
、
抜
穂
、
祭
典
、

奉
納
米
に
至
る
ま
で
キ
ッ
チ
リ
実
施
し
ま
し
た
。
誇

れ
る
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

《お田植風景（後ろの男性が私）》

◇　

新
開
　
公
男
（
鳴
門
市　

Ｈ
25
年
退
）
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◇　

髙
橋
　
信
義
（
松
山
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

一
昨
年
の
年
末
、
意
識
不
明
の
ま
ま
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
入
院
し
ま
し
た
。
真
っ
暗
な
世
界
か
ら
急
に

明
る
い
世
界
へ
戻
っ
て
生
き
返
り
ま
し
た
。
余
命

１
ヵ
月
と
言
わ
れ
、
ま
た
別
の
医
者
か
ら
は
余
命
１

年
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
は
、
週
２
回
の
テ
ニ
ス
と
月
２
回
の
句
会
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
生
き
た
証
に
句
集

「
か
ん
た
ん
」
を
発
行
し
、
子
規
記
念
博
物
館
、
県

立
図
書
館
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ほ
い
で
も
っ
て
一
句

　
　
　

竹
箒
つ
ゑ
に
も
し
た
る
落
葉
掃
き

 

髙
橋
草
天
（
そ
う
て
ん
）

◇　

田
川
　
　
実
（
三
好
市　

Ｈ
５
年
退
）

　

退
職
し
て
早
や
31
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。（
53
才
退

職
）
今
の
体
調
は
膝
・
腰
の
痛
み
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の

痺
れ
、
ふ
ら
つ
き
、
目
眩
等
の
痛
み
で
薬
づ
け
の
毎

日
で
す
。
何
れ
も
原
因
不
明
、
こ
の
ま
ま
今
の
生
活

が
続
く
と
思
え
ば
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

思
い
出
す
と
10
年
前
、
陶
芸
・
パ
ソ
コ
ン
・
絵
手

紙
教
室
に
通
い
楽
し
い
日
々
を
暮
ら
し
て
い
た
頃
が

懐
か
し
い
で
す
。10
年
前
に
戻
り
た
い
気
持
ち
で
す
。

皆
様
方
も
体
調
に
十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　

私
が
特
に
頭
を
悩
ま
し
た
の
が
、
早
乙
女
・
舞
姫
・

神
輿
担
ぎ
手
等
の
な
り
手
の
確
保
で
し
た
。
結
果
と

し
て
頭
組
内
を
中
心
に
構
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
は
苦
労
の
賜
物
で
し
た
。

　

頭
組
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
の
は
、
今
回

が
最
初
で
最
後
で
し
ょ
う
が
、
や
り
切
っ
た
感
も
あ

り
ま
す
。
幸
い
に
も
期
間
を
通
し
て
大
き
く
体
調
を

崩
す
こ
と
も
な
く
完
遂
出
来
ま
し
た
。
有
難
い
こ
と

で
す
。
今
後
は
少
々
の
田
畑
を
相
手
に
従
来
通
り
過

ご
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

高
須
賀
　
哲
（
東
温
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

昨
年
９
月
末
に
二
度
目
の
就
職
先
を
定
年
退
職

し
、
い
ま
何
度
目
か
の
人
生
の
転
機
に
あ
り
ま
す
。

　

悠
々
自
適
と
は
少
し
違
う
で
し
ょ
う
が
、
独
居
老

人
に
て
引
き
籠
り
気
味
の
毎
日
を
無
駄
に
過
ご
し
て

い
る
よ
う
で
反
省
し
き
り
で
す
。
や
り
た
い
こ
と
は

多
く
望
め
ま
せ
ん
が
、
４
人
の
子
供
達
と
８
人
の
孫

に
囲
ま
れ
、
幼
稚
園
の
お
迎
え
や
ピ
ア
ノ
の
発
表
会

な
ど
出
来
る
限
り
協
力
し
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
趣
味
で
も
あ
る
ゴ
ル
フ
や
久
し
ぶ

り
の
釣
仲
間
と
の
釣
行
も
再
開
し
よ
う
と
、
ま
た
、

行
き
た
か
っ
た
国
内
旅
行
も
計
画
中
で
す
。

◇　

竹
下
　
遊
亀
（
高
知
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

昭
和
、
平
成
そ
し
て
令
和
７
年
の
新
年
へ
と
な
り

ま
す
と
、「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
の
心
境
そ

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
須
崎
新
荘
川
筋
の
山
あ
い
の
集

落
で
、
昭
和
16
年
真
珠
湾
攻
撃
の
３
ヵ
月
前
に
生
を

受
け
、
年
男
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

敗
戦
直
後
の
昭
和
21
年
の
南
海
大
地
震
の
後
、
親

父
に
連
れ
ら
れ
て
近
く
の
山
の
頂
上
か
ら
須
崎
湾
を

見
る
と
、
湾
深
く
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
大
き
な
船

が
水
田
地
帯
か
民
家
の
周
辺
で
あ
ろ
う
か
押
し
流
さ

れ
て
い
る
光
景
が
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
以
来
80
年
。
津
波
は
恐
ろ
し
い
。

　

次
の
巳
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
と
も
黄
泉
の
客
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

地
震
学
者
が
言
わ
れ
る
、
今
か
ら
10
数
年
前
後
に
は

巨
大
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
来
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
命

絶
え
る
の
か
、
い
や
今
少
し
命
永
ら
え
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　

運
よ
く
俺
は
ま
だ
土
佐
の
お
酒
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
て
い
る
ん
だ
。
と
し
た
ら
、
人
様
に
は
極
力
迷

惑
、
お
世
話
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
の
こ
と
の
た
め
に
、
第
二
就
職
リ
タ
イ
ア
後
、

ラ
ジ
オ
Ｒ
２
（6:00

～7:00)

に
よ
る
脳
ト
レ
、
そ

し
て
雨
天
を
除
い
て
極
力
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
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◇　

田
中
　
　
尚
（
高
知
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

昭
和
48
年
に
電
電
公
社
に
就
職
し
、
退
職
す
る
ま

で
44
年
間
を
振
り
返
る
と
、
電
電
公
社
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
、
そ
の
後
パ
ー
ソ
ナ
ル
四
国
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
四
国
、ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
四
国
、

ド
コ
モ
サ
ー
ビ
ス
四
国
、
再
び
ド
コ
モ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
四
国
、
最
後
は
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四
国
（
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
と
サ
ー
ビ
ス
が
統
合
）
高
知
勤
務
で
退

職
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
の
思
い
出
や
心
に
残
る
出
来

事
は
多
々
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
毎
日
が
日
曜

日
と
な
っ
た
。

　

も
と
も
と
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
や
、
し
た
い
事
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
何
も
し
な
け
れ
ば
オ

タ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
１
日
一
万
歩
を
目

標
に
散
歩
を
始
め
た
。
３
年
程
続
け
た
が
、
足
腰
に

少
し
負
担
が
掛
か
り
だ
し
た
の
で
陸
を
歩
く
の
を
や

め
、
負
担
が
少
な
い
プ
ー
ル
で
の
歩
き
に
変
更
。
し

ば
ら
く
は
歩
く
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
変
化
が
な
く
飽

き
て
き
た
の
で
、
高
校
卒
業
以
来
40
数
年
ぶ
り
に
泳

い
で
み
た
。
な
ん
と
か
泳
ぐ
こ
と
が
出
来
、
今
で
は

泳
ぎ
と
歩
き
で
約
２
時
間
、
週
に
３
～
４
日
プ
ー
ル

に
通
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
月
イ
チ
程
度
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
も
５

年
程
前
に
高
校
の
友
人
に
誘
わ
れ
た
コ
ン
ペ
で
小
中

学
校
の
同
級
生
に
約
50
年
ぶ
り
に
再
会
。
そ
れ
が

来
ま
し
た
が
、
今
も
続
行
中
と
い
っ
た
今
日
こ
の
頃

で
す
。

◇　

竹
田
　
　
勇
（
八
幡
浜
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

平
成
９
年
１
月
55
才
で
早
期
退
職
し
て
早
や
28
年

に
な
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
機
械
課
で
31
年
仲
間
と
楽

し
く
仕
事
が
出
来
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

退
職
後
は
80
才
ま
で「
元
気
で
楽
し
く
働
く
こ
と
」

を
目
標
に
「
ガ
ン
バ
リ
」
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
を
節
目
に
「
仕
事
と
運
転
免
許
証
」
を
返

納
。
こ
れ
か
ら
は
「
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
」
と
元

気
で
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
お
元
気
で
。

◇　

田
所
　
美
恵
子
（
土
佐
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
心
臓
と
腰
椎
の
手
術
を
し
、

大
変
で
し
た
。
痛
み
は
軽
減
し
ま
し
た
が
週
２
回
リ

ハ
ビ
リ
の
た
め
通
院
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
13
日
に
孫
娘
の
結
婚
式
が
広
島
で
あ
り
、
ホ

テ
ル
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
で
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
を
進
み
な

が
ら
パ
パ
の
顔
を
見
る
と
涙
が
い
っ
ぱ
い
溢
れ
て
い

て
前
に
い
る
彼
の
目
頭
か
ら
ツ
ー
と
涙
が
流
れ
て
い

た
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
二
人
が
い
ろ
い

ろ
趣
向
を
凝
ら
し
、
和
や
か
で
楽
し
い
披
露
宴
で
し

た
。

　

最
近
の
一
番
嬉
し
い
出
来
事
で
す
。

き
っ
か
け
で
数
人
の
同
級
生
と
も
再
会
。
月
イ
チ
の

ゴ
ル
フ
が
何
時
し
か
月
２
、
週
１
・
・
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

年
男
と
し
て
の
抱
負
は
特
に
無
い
が
、
こ
れ
か
ら

も
一
年
一
年
健
康
で
プ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ
、
そ
し
て
旅

行
に
も
行
け
た
ら
い
い
な
！
と
思
っ
て
い
る
。

《「飛鳥Ⅱ」に乗船　 2019.12》
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年
男
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
は
、
今
や
っ
て
い
る
こ

と
を
続
け
て
い
く
こ
と
。
昨
年
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
完

走
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
距
離
は
短
く
し
て
ラ
ン

ニ
ン
グ
は
続
け
て
い
き
た
い
。
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
は

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◇　

田
村
　
　
博
（
佐
川
町　

Ｈ
26
年
退
）

　

会
社
を
辞
め
、
果
樹
生
産
販
売
一
筋
に
過
ご
す

日
々
で
す
が
、
高
知
や
愛
媛
の
道
の
駅
に
委
託
販
売

す
る
よ
う
に
な
っ
て
10
年
あ
ま
り
で
暇
に
な
れ
ば
、

行
っ
て
み
た
い
道
の
駅
に
愛
車
で
旅
行
を
兼
ね
て
出

か
け
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
と
昨
年
と
２
回
連
続
で
東
北
６
県
の
道
の

駅
を
回
っ
て
来
ま
し
た
。
来
季
も
会
社
の
Ｏ
Ｂ
先
輩

と
同
期
の
女
性
方
仲
間
６
人
で
道
北
・
道
東
の
旅
行

に
行
く
予
定
で
す
の
で
、
複
数
の
道
の
駅
に
寄
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

戸
川
　
　
章
（
鳴
門
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

６
回
目
の
蛇
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
若
い
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、

新
聞
は
も
ち
ろ
ん
何
を
す
る
に
も
老
眼
鏡
が
必
要
と

な
り
、
少
し
の
段
差
で
も
つ
ま
づ
き
そ
う
に
な
り
ま

す
。
小
さ
な
家
庭
菜
園
の
作
業
を
す
る
と
、
３
日
後

ぐ
ら
い
に
体
が
痛
く
な
り
、
夜
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
の
た
め
シ
ー
パ
ッ
プ
と
い
う
装
置
を
着
け
て
寝

◇　

谷
　
不
二
夫
（
松
前
町　

Ｈ
31
年
退
）

　

今
年
で
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
娘
も
結
婚
し
、
妻
と
二
人
暮
ら
し
で

す
。
孫
は
二
人
お
り
ま
す
が
、
今
年
一
人
増
え
そ
う

で
す
。

　

退
職
後
、
縁
あ
り
ま
し
て
Ｓ
Ｔ
Ｋ
テ
ク
ノ
に
週
３

日
勤
め
て
６
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
年
毎
に
体
力
は

落
ち
て
き
ま
し
た
が
、
時
折
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
汗
を
流

し
て
薬
を
飲
み
つ
つ
で
す
が
、ま
あ
ま
あ
元
気
で
す
。

　

こ
こ
20
年
ほ
ど
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
続
け
て
い
ま

す
。
２
年
に
１
回
開
催
の
「
趣
味
の
作
品
展
」
に
出

品
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
作
品
作
り
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
十
分
年
寄
り
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

元
気
に
７
回
目
の
蛇
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
す
。

◇　

徳
永
　
禎
憲
（
今
治
市　

Ｈ
８
年
退
）

　

退
職
し
て
早
い
も
の
で
28
年
が
ア
ッ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
同
居
し
て
い
た
孫
た
ち
も
社
会
人
と
し
て
巣

立
ち
、
今
は
家
内
と
二
人
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

80
才
を
契
機
に
地
域
の
お
世
話
を
卒
業
し
、
今
は

毎
日
50
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
庭
木
の
手
入
れ

な
ど
で
、
健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
京
都
に
い
る
孫
た
ち
に
誘
わ
れ
て
、
京

都
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
伏
見
稲
荷
大
社
（
朱
塗
り
の
美

し
い
“
千
本
鳥
居
”）・
清
水
寺
（
本
尊
の
“
十
一
面

《娘結婚式の翌日ユニバにて》

《京都伏見稲荷大社》
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◇　

花
島
　
正
孝
（
多
度
津
町　

Ｈ
24
年
退
）

　

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
た
の

で
北
海
道
・
東
京
・
京
都
・
奈
良
・
神
戸
・
沖
縄
と

旅
行
し
な
が
ら
美
術
館
巡
り
や
高
橋
真
梨
子
の
コ
ン

サ
ー
ト
鑑
賞
や
好
き
な
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
野
球
観

戦
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
等
、

今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
や
り
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
が
皆
様
に
届
く
頃
に
は
モ
ロ
ッ
コ
で
サ

ハ
ラ
砂
漠
の
朝
日
を
見
て
い
ま
す
。

千
手
観
音
菩
薩
”）・
嵐
山
（
シ
ン
ボ
ル
の
“
渡
月
橋
”）

等
を
散
策
し
、
京
都
の
秋
を
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。

夜
は
家
族
（
９
名
）
揃
っ
て
の
夕
食
会
を
開
催
し
て

も
ら
い
、
日
頃
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
と
の
絆

を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
幸
せ
な
年
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
孫
・
ひ
孫
た
ち
の
成
長
を
願
い
、

家
内
と
二
人
で
健
康
で
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

西
田
　
和
夫
（
那
賀
町　

Ｈ
30
年
退
）

　

年
男
を
機
に
新
居
（
愛
媛
県
）
で
の
生
活
を
始
め

ま
す
。
去
年
ま
で
は
徳
島
の
近
隣
の
皆
様
に
助
け
ら

れ
愉
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
育
て
て
頂
い
た
故
郷
を
離
れ
る
の
は

一
抹
の
寂
し
さ
も
有
り
ま
し
た
が
、
子
供
達
が
私
た

ち
夫
婦
の
体
調
を
気
に
し
て
近
く
へ
と
誘
っ
て
く
れ

た
の
で
決
意
し
ま
し
た
。

　

周
り
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
余
生
を
夫
婦
で
助
け
合
い
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇　

濵
　
　
順 

子
（
海
陽
町　

Ｈ
14
年
退
）

　

退
職
し
て
あ
っ
と
い
う
間
の
23
年
で
す
。
い
ろ
ん

な
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
も
元
気
な
の
は
長
年
続

け
て
き
た
事
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
退
職
前
か
ら
始
め
た
民
踊
で
す
。
趣
味
と

同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
出
来
て
喜
ん
で
も
ら
え
励

み
に
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
退
職
後
、
遺
族
会
の
役
員
を
母
か
ら

引
き
継
ぎ
22
年
に
な
り
、
県
の
副
会
長
や
本
部
の
女

性
部
幹
事
を
引
き
受
け
て
し
ま
い
忙
し
い
け
れ
ど
、

父
が
沖
縄
戦
で
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
事
が
判
明
し

残
さ
れ
た
遺
児
と
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、

沖
縄
へ
修
学
に
行
く
中
学
生
に
事
前
授
業
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
保
育
所
や
小
学
校
で
紙
芝
居
を
し
、
他
に

は
大
学
生
に
も
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
自
分
の
出
来

る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
続
け
て
い
る
か
ら
か
昨
年
電
友
会
本
部
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
表
彰
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
12

月
に
は
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
驚
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

◇　

日
開
　
康
純
（
徳
島
市　

Ｈ
25
年
退
）

　

早
い
も
の
で
、
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
か
ら
は
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
か
ら

の
お
仕
事
を
時
々
し
な
が
ら
、家
族
４
人
と
愛
犬（
パ

《利尻島にて　2024.6》
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出
て
、
娘
夫
婦
が
待
つ
福
山
で
一
泊
し
て
フ
ェ
リ
ー

に
乗
っ
て
一
路
今
治
へ
１
０
０
㎞
の
道
の
り
。

　

自
転
車
道
が
上
っ
た
り
下
っ
た
り
で
、
途
中
耕
三

寺
や
大
山
祗
神
社
へ
立
ち
寄
り
来
島
海
峡
を
渡
り
今

治
へ
到
着
。
実
家
の
あ
る
西
条
で
一
泊
し
て
国
道
11

号
線
を
高
松
へ
と
ペ
ダ
ル
を
踏
む
。
夕
方
自
宅
へ
着

く
ヤ
レ
ヤ
レ
。

◇　

藤
田
　
芳
夫
（
藍
住
町　

Ｈ
30
年
退
）

　

退
職
し
て
早
や
７
年
が
過
ぎ
、
６
回
目
の
年
男
を

迎
え
、今
ま
で
の
年
男
と
は
少
し
違
っ
た
感
じ
で
す
。

あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
、
元
気
で
何
年
遊
べ
る
の

か
な
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
電
友
会
サ
ー
ク
ル
に
月
３
～
４
回
、
趣

味
の
カ
ラ
オ
ケ
に
７
～
８
回
、
家
庭
菜
園
に
雨
の
日

以
外
は
毎
日
出
か
け
て
い
ま
す
。

　

電
友
会
の
知
人
や
カ
ラ
オ
ケ
仲
間
と
会
う
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
同
じ
事
の
繰
り
返
し
で
す
が
結
構
楽

し
い
で
す
。

　

５
人
の
孫
た
ち
は
、１
人
が
今
春
就
職
が
決
ま
り
、

あ
と
の
４
人
は
大
学
高
校
中
学
小
学
生
と
ま
だ
ま
だ

祖
父
母
の
心
配
は
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
東
京
や

神
戸
に
離
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
陰
で
い

つ
も
傍
に
い
る
感
覚
で
す
。

　

今
は
終
活
と
思
い
断
捨
離
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
身
体
の
ケ
ア
を
十
分
し
て
平
凡
な
毎
日

ピ
ヨ
ン
の
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
３
才
）
と
仲
良
く
穏
や
か
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
妻
と
二
人
で
、
名
物
を
探
し
な
が

ら
、
八
十
八
ヶ
所
を
の
ん
び
り
と
お
参
り
に
行
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

平
野
　
　
宏
（
大
阪
府
八
尾
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

毎
日
朝
夕
近
く
の
「
成
法
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
」
を

散
歩
し
て
い
ま
す
。

　

妻
を
亡
く
し
て
、
自
分
自
身
が
脳
梗
塞
に
か
か
り

入
院
し
て
息
子
の
住
ん
で
い
る
八
尾
市
に
転
居
し
ま

し
た
。
夕
食
は
息
子
の
家
で
家
族
と
共
に
食
べ
て
い

ま
す
。
二
人
の
ひ
孫
と
会
う
の
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
。

　

先
日
は
家
族
同
伴
で
修
善
寺
に
行
き
、
吉
奈
温
泉

で
二
泊
し
ま
し
た
。
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

　

今
は
八
尾
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
介
護
予
防

教
室
、
家
族
介
護
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

◇　

藤
田
　
　
豊
（
高
松
市　

Ｈ
14
年
退
）

　
「
思
い
出
の
し
ま
な
み
海
道
自
転
車
旅
」

　

し
ま
な
み
海
道
は
着
工
か
ら
31
年
を
経
て
全
体
が

結
ば
れ
た
。

　

１
９
７
９
年
５
月
13
日
大
三
島
橋
が
開
通
、
開
通

後
１
ヵ
月
遅
れ
で
出
発
。
高
松
か
ら
自
転
車
を
乗
せ

て
フ
ェ
リ
ー
で
児
島
へ
、
倉
敷
か
ら
国
道
２
号
線
に

を
過
ご
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

藤
原
　
正
義
（
徳
島
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

今
年
で
６
回
目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。
退
職
再

雇
用
を
経
て
65
才
に
な
っ
た
年
度
末
ま
で
勤
め
ま
し

た
。
今
年
３
月
末
で
ち
ょ
う
ど
退
職
後
７
年
満
了
と

な
り
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
に
な
っ
て
こ
の
方
、
入
院
や
手
術
な

ど
大
き
な
病
気
や
ケ
ガ
に
出
会
う
こ
と
も
な
く
比
較

的
元
気
に
こ
の
齢
ま
で
生
き
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
退

職
し
て
か
ら
は
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
Ｏ
Ｂ
会

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
で
役
員
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
お
り
、平
日
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
、教
育
（
き
ょ

う
行
く
）
所
と
教
養
（
き
ょ
う
用
）
が
あ
る
お
陰
で
、

こ
う
や
っ
て
元
気
に
や
っ
て
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

個
人
的
活
動
と
し
て
は
、
徳
島
県
エ
キ
ス
ト
ラ
バ

ン
ク
に
登
録
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
映
画
や
ド
ラ
マ

の
エ
キ
ス
ト
ラ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
市
の
主
催
す
る
「
ペ
ン
習
字
講
座
」

に
は
退
職
直
後
か
ら
通
い
、
間
も
な
く
６
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
入
講
し
た
同
期
三

人
の
う
ち
私
だ
け
が
ま
だ
白
帯
の
ま
ま
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
後
輩
の
方
が
何
人
も
黒
帯
（
段
持
ち
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
は
痴
呆
症
対
策
の
一
環
で

や
っ
て
い
る
か
ら
・
・
・
と
の
考
え
で
ノ
ン
ビ
リ
と
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あ
り
痴
呆
症
予
防
と
健
康
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
人
と
の
関
わ
り

を
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
米
寿
、
夢
は
百
寿
ま
で
ピ
ン
ピ
ン
で
す
。

◇　

松
田
　
豊
之
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

　

退
職
以
来
、
毎
日
健
康
に
気
を
つ
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ど
う
に
か
大
病
を
し
な
い
で
今
日
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

気
分
転
換
の
た
め
、
故
郷
へ
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で

１
時
間
余
り
か
け
て
帰
り
、澄
み
き
っ
た
空
気
を
吸
い

な
が
ら
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
が
健

康
で
い
る
限
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

松
本
　
　
茂
（
松
山
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

私
も
い
つ
の
間
に
か
83
才
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
現
役
時
代
は
、

本
社
・
学
園
・
香
川
支
店
等
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
光
洋
台
に
家
を
持
ち
、
10
坪
程
度
の
畑
を

借
り
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
我
家
か
ら
は
、
瀬
戸
内

海
、
高
縄
山
が
毎
日
見
え
て
い
ま
す
。

◎
年
男
の
抱
負　

す
で
に
福
岡
へ
の
遊
び
済
み
。

◎
子
供
た
ち
と
は　

電
話
と
贈
り
物
で
す
。

◎
健
康　

時
々
病
院
？
家
内
も
通
っ
て
い
ま
す
。

◎
趣
味　

10
坪
程
度
の
畑
で
す
。

◎
地
域
活
動　

家
内
も
活
動
が
多
い
で
す
。

や
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
番
の
楽
し
み
は
、
退
職
当
時
同
じ
職
場

で
働
い
て
い
た
仲
良
し
四
人
組
で
の
年
２
回
の
温
泉

旅
行
で
す
。
一
方
、
運
動
系
の
活
動
と
し
て
は
、
一

般
団
体
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
誘
っ
て
も
ら

い
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
に
関

わ
っ
て
い
る
お
陰
で
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
交
流
が

◇　

丸
本
　
友
子
（
高
松
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

私
が
電
話
局
へ
入
社
前
、
セ
ー
ラ
ー
服
で
出
か
け

て
い
た
ら
、
当
時
の
電
話
局
長
が
「
も
う
セ
ー
ラ
ー

服
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
わ
れ
急
い
で
ス
ー

ツ
を
作
り
ま
し
た
。
化
粧
も
せ
ず
高
松
ま
つ
り
の
時

は
母
の
化
粧
道
具
を
借
り
踊
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
50
年
あ
ま
り
、
巳
の
ご
と
く　

し
つ
こ

く
、
ま
じ
め
に
今
も
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

友
達
に
も
恵
ま
れ
、
愚
痴
を
聞
い
て
も
ら
い
ス
ト

レ
ス
発
散
、
楽
し
く
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ガ
は
40
年
く
ら
い
続
け
て
い
ま
す
。
一
日
一
日

す
べ
て
に
感
謝
し
、
誰
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

美
崎
　
敏
昭
（
松
山
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

今
年
の
10
月
に
72
才
の
年
男
に
な
り
ま
す
。
振
り

返
り
ま
す
と
、㈱
ユ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
不
動
産
業
）

を
起
業
し
、
15
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

在
職
中
は
上
司
・
同
僚
・
後
輩
に
恵
ま
れ
、
培
っ

《カローリングの練習風景》
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た
知
識
が
日
常
業
務
に
大
変
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

愛
用
し
て
い
る
不
動
産
手
帳
は
４
色
の
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
使
い
、
赤
が
お
客
様
対
応
・
黒
が
業
務
・
青
が

全
日
本
不
動
産
協
会
愛
媛
県
本
部
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
ひ
め

不
動
産
研
究
所
の
業
務
・
緑
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
１
名
と
私
の
２
人
で
「
お
客
様
の
喜
び
が
、

私
た
ち
の
励
み
で
す
♬
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
コ
ン
サ

ル
・
管
理
・
賃
貸
・
売
買
物
件
等
に
日
夜
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

　
「
心
は
い
つ
も
青
春
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
で
き

る
限
り
お
客
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

い
ま
す
。
読
書
以
外
に
は
「
模
型
製
作
」：
幼
い
こ

ろ
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
プ
ラ
モ
デ
ル
製
作
（
大
日
本

帝
国
海
軍
艦
船
ス
ケ
ー
ル
：1/700

）
を
現
在
50
隻

作
成
し
ま
し
た
。（
製
作
中
は
楽
し
い
で
す
）

　

毎
朝
起
き
る
と
〈
今
日
、
用
が
無
い
〉
＝
〈
教
養

が
無
い
〉
と
な
ら
な
い
様
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

◇　

村
上
　
　
勲
（
松
山
市　

Ｈ
８
年
退
）

　

喜
寿
を
迎
え
た
当
時
、
病
気
や
怪
我
に
は
全
く
縁

が
な
く
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
や
社
交
ダ
ン
ス
で
人
生
こ

れ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
後
傘
寿
を

迎
え
た
途
端
意
に
反
し
て
体
調
が
衰
え
は
じ
め
、
加

え
て
全
社
会
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
等
行
動

的
に
規
制
が
か
か
り
、
一
昨
年
10
月
愛
媛
社
交
ダ
ン

ス
愛
好
会
も
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
に
な
っ
て
一
気
に
体
調
を
崩
し
、
好
き

な
ゴ
ル
フ
も
昨
年
１
月
か
ら
ゴ
ル
フ
場
に
一
度
も

行
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

身
体
的
に
も
、
下
の
歯
の
半
分
（
５
本
）
を
一
挙

に
折
っ
て
し
ま
い
手
術
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
前
立

腺
肥
大
症
に
伴
う
（
経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術
）、

白
内
障
手
術
（
両
目
）
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
生
活
状

態
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

更
に
は
妻
が
認
知
症
を
煩
い
、
夫
婦
共
々
、
奈
落

の
底
へ
落
と
さ
れ
た
感
じ
で
す
。

　

今
年
は
年
男
だ
と
い
う
の
に
、
夢
も
希
望
も
な
い

《全国不動産会議佐賀大会にて 2024.11.22》

◇　

宮
内
　
　
晃
（
松
山
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

昨
年
要
介
護
４
と
な
っ
た
母
の
世
話
を
し
な
が

ら
、
地
区
の
役
員
や
幼
稚
園
の
理
事
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
と
し
て
は
、
多
肉
植
物
・
蘭
や
金
魚
・
メ
ダ

カ
等
を
育
て
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
土
佐
錦
魚
は

一
昨
年
飼
育
12
年
目
に
し
て
や
っ
と
品
評
会
で
優

勝
、
そ
し
て
３
位
ま
で
を
独
占
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

介
護
等
で
世
話
が
疎
か
に
な
っ
た
た
め
、
規
模
を

少
し
縮
小
し
ま
し
た
が
、
常
に
上
位
に
入
賞
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◇　

三
好
　
孝
則
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

妻
と
二
人
暮
ら
し
で
す
。
妻
と
は
旅
行
と
レ
ン
タ

ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
て
映
画
、
海
外
ド
ラ
マ
を
鑑
賞
し

て
い
ま
す
。
娘
夫
婦
家
族（
孫
２
人
）と
は
広
島（
プ

ロ
野
球
ナ
イ
タ
ー
観
戦
）
と
沖
縄
な
ど
一
緒
に
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

退
職
後
の
今
は
ま
だ
自
分
の
時
間
を
持
て
て
い
る

の
で
「
野
菜
作
り
」
に
励
ん
で
い
ま
す
。
野
菜
の
出

来
は
と
も
か
く
体
を
動
か
し
、
汗
を
か
き
、
土
に
接

し
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
菜
園
で
は
雑
草
と

格
闘
し
て
い
ま
す
。

　

雨
の
日
は
晴
耕
雨
読
の
と
お
り
読
書
に
親
し
ん
で

い
ま
す
〈
幕
末
～
明
治
維
新
～
終
戦
〉
を
愛
読
し
て
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員
録
を
発
見
し
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
祖
父
が
上
京
し
て
か
ら
１
０
１
年
と
な
る

の
で
、
遺
品
の
扇
子
の
揮
毫
者
を
解
明
し
た
い
。

　

・
・
・
今
ま
で
の
調
査
状
況
・
・
・

　

扇
子
の
揮
毫
①
主
文
（
揮
毫
者
の
他
の
掛
け
軸
あ

り
）
②
第
38
區
地
鎮
祭
記
念
（
東
京
市
が
震
災
復
興

事
業
を
ま
と
め
た「
帝
都
復
興
區
割
整
理
誌
」（
全
６

冊
）
よ
り
東
京
市
が
担
当
の
浅
草
地
区
？
復
興
早
期

の
地
鎮
祭
記
念
品
と
し
て
配
ら
れ
た
？
）③
号
克
堂
・

落
款
（
号
は
数
人
見
る
が
、
第
25
代
（
大
正
15
年
～

昭
和
２
年
）
第
28
代
（
昭
和
６
年
４
月
～
12
月
）
総

理
大
臣
で
あ
っ
た
若
槻
禮
次
郎
の
号
も
克
堂
で
あ

る
。）

　

東
京
都
復
興
記
念
館
に
問
い
合
わ
せ
た
が
「
同
様

の
扇
子
は
無
い
」
と
非
常
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
た
。

１
０
０
年
前
の
こ
と
誰
が
知
る
？
新
発
見
か
？

◇　

山
﨑
　
貞
子
（
い
の
町　

Ｈ
13
年
退
）

　

何
回
目
の
年
女
か
、
も
は
や
数
え
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
の
近
頃
の
生
活
は
三
食
の
用
意
・
洗
濯
・
掃
除
、

週
２
回
の
近
所
の
方
達
と
の
お
茶
会
、
月
１
回
の
民

踊
の
お
稽
古
（
近
頃
は
さ
ぼ
り
が
ち
）、
そ
し
て
月

１
度
の
病
院
通
い
で
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。時
折
、

送
ら
れ
て
来
る
ひ
孫
た
ち
の
動
画
に
癒
や
さ
れ
る
こ

の
頃
で
す
。

《遺品の扇子》

　

80
才
頃
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
、
出
来
る
だ

け
歩
く
よ
う
に
し
て
身
体
が
「
錆
び
」
つ
か
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

天
気
の
良
い
日
は
、
家
の
周
り
を
散
歩
し
て
体
調

を
維
持
し
、
月
１
回
の
昔
の
仲
間
と
の
「
飲
み
会
」

を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◇　

矢
野
　
銀
弐
（
松
山
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

祖
父
は
一
昨
年
が
関
東
大
震
災
発
生
１
０
０
年
の

翌
年
に
復
興
事
業
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
職

近
況
報
告
に
な
り
、
皆
様
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
自
身
は
何
と
か
自
分
な
り
に
出
来
る

こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
前
を
向
い
て
生
き
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

森
　
　
一
修
（
松
前
町　

Ｈ
22
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
早
や

14
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
松
山
市
内
に

農
地
を
借
り
て
、
野
菜
や

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

孫
か
ら
は
、ジ
ジ
ブ
ロ
・

ジ
ジ
ジ
ャ
ガ
と
言
っ
て
大
変
好
評
で
す
。
畑
作
業
は

雑
草
と
の
戦
い
で
、
苦
労
の
連
続
で
す
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
少
し
ず
つ
販
売
で
き
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
が
、
害
虫
駆
除
や
摘
み
取
り
で
女
房
に

苦
労
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
病
気
や
熱
中
症
も
な
ん

の
そ
の
、
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◇　

薬
師
寺
　
健
志
（
松
山
市　

Ｈ
８
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
28
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

最
近
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
「
綻
び
」
が
出
来
て
き

て
ま
す
が
、繕
い
な
が
ら
寝
込
む
よ
う
な
事
も
な
く
、

な
ん
と
か
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
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お
詫
び
と
訂
正

　

会
報
10
月
号
（
第
２
０
８
号
）
の
「
敬
弔
」

の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

し
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

35
Ｐ　

高
知
県

【
誤
】西
山
隼
一
郎
様 

⇨ 

【
正
】西
山
準
一
郎
様

俳　

句

愛
媛
支
部

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
『
若
草
句
会
』

七
種
や
家
族
の
笑
顔
至
福
時�

山
岡　

郁
夫

初
詣
子
供
を
連
れ
て
お
焼
買
ふ

暗
闇
に
一
歩
踏
み
出
し
初
茜�

倉
本　

逸
男

初
湯
沸
く
湯
気
に
包
ま
れ
道
後
か
な

七
種
か
ゆ
塩
分
薄
め
待
つ
母
ゑ�

松
本　

英
子

明
の
春
膨
ら
む
餅
に
囲
む
幸

新
年
は
曾
孫
も
そ
ろ
い
賑
や
か
に�

塩
田　

慶
子

除
夜
の
鐘
静
か
に
聞
こ
ゆ
病
窓
に

初
詣
青
銅
神
馬
四
股
を
踏
み�

八
木　

重
明

初
釜
や
妻
の
お
点
前
久
し
ぶ
り

境
内
の
匂
い
辿
る
や
梅
五
本�

大
野　

譲
司

垣
根
越
し
匂
い
芳
し
水
仙
花

�

福
井　

壽
泰

淑
気
満
つ
イ
ン
ス
タ
映
え
の
逆
さ
富
士

年
明
く
る
夫
婦
茶
碗
の
朝
餉
か
な

餅
花
へ
飛
び
つ
く
子
ら
へ
翁
な
笑
む�

和
久
利
博
恭

賀
状
減
ら
す
ブ
ッ
ダ
の
余
生
真
似
て
み
る

《かわいいひ孫たち》

�������������������������������������������

教
材
・
ネ
ッ
ト
情
報
・
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
の
料
理
番
組
等

を
参
考
に
、
家
内
と
味
見
し
な
が
ら
、
日
々
い
や
に

な
ら
な
い
程
度
で
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
く
家
内
と
一
緒
に
食
材
の
買
い
物
に
出

か
け
安
い
お
店
で
買
い
、
メ
モ
し
て
お
い
て
、
次
に

活
か
す
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
今
の
無
事
な
暮
ら
し
を
あ
と
10
年
は
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

渡
部
　
義
文
（
西
条
市　

Ｈ
８
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
。
ま
だ
ま
だ
気
力
・
体
力
あ
り（
知

力
・
金
力
は
今
一
歩
）。

　

今
年
か
ら
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
を
順
次
減

ら
し
、
残
り
人
生
を
大
い
に
楽
し
み
た
い
。
さ
し
あ

た
り
、
月
３
～
４
回
の
ゴ
ル
フ
と
旅
行
、
野
菜
作
り

を
ベ
ー
ス
に
ボ
ケ
な
い
脳
づ
く
り
に
励
み
た
い
。

◇　

山
本
　
　
茂
（
松
山
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

早
い
も
の
で
２
０
１
５
年
、
家
内
が
大
病
し
、
車

イ
ス
生
活
で
の
10
年
間
、
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
炊
事
・
洗
濯
・
掃

除
等
の
腕
を
磨
き
、
な
ん
と
か
平
凡
な
日
々
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
健
康
に
留
意
し
、
食
事
は
野
菜
中
心
の
料
理

　

人
様
に
褒
め
ら
れ
る
様
な
生
活
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
平
凡
な
生
活
が
出
来
る
こ
と
の
喜
び
を
感

じ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
日
々
是
好
日
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次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

   

和
治　

様　

Ｒ
５
・
７
・
30　

92　

松
山
市

尾
崎　

哲
明　

様　

Ｒ
６
・
８
・
13　

98　

松
山
市

竹
岡　

邦
夫　

様　

Ｒ
６
・
９
・
18　

94　

松
山
市

藤
井　

康
雄　

様　

Ｒ
６
・
９
・
26　

77　

松
山
市

水
野　

嘉
吉　

様　

Ｒ
６
・
10
・
18　

80　

鬼
北
町

橋
田　

雅
生　

様　

Ｒ
６
・
10
・
19　

91　

松
山
市

古
河　

恭
一　

様　

Ｒ
６
・
11
・
11　

83　

東
温
市

小
澤　

一
義　

様　

Ｒ
６
・
11
・
13　

89　

今
治
市

阿
部
多
喜
子　

様　

Ｒ
６
・
11
・
13　

92　

西
条
市

後
藤　

道
晴　

様　

Ｒ
６
・
10
・
23　

97　

松
山
市

　
（
香
川
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　

勝
規　

様　

Ｒ
６
・
９
・
23　

95　

高
松
市

　
（
徳
島
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
芸　

忠
義　

様　

Ｒ
６
・
８
・
10　

96　

徳
島
市

秋
田　

董
純　

様　

Ｒ
６
・
９
・
29　

79　

東
み
よ
し
町

高
曽
根
信
義　

様　

Ｒ
６
・
11
・
10　

77　

小
松
島
市

柳
澤　

泰
嗣　

様　

Ｒ
６
・
11
・
15　

68　

徳
島
市

敬
　
弔

　
（
高
知
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　
　

寛　

様　

Ｒ
６
・
９
・
22　

78　

香
南
市

高
鴨　

憲
夫　

様　

Ｒ
６
・
11
・
12　

92　

須
崎
市

表
紙
の
言
葉

　

多
度
津
港
で
元
旦
恒
例
の
初
泳
ぎ
を
観
て
き
ま

し
た
。
多
度
津
高
校
Ｏ
Ｂ
達
で
作
る
多
度
津
竜
泳

会
が
、
海
中
で
神
輿
を
差
し
上
げ
威
勢
よ
く
新
春

を
祝
う
行
事
で
す
。『
無
病
息
災
』
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。 

（
小
野　

純
一
）

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
二
〇
九
号

　

発　
　

行　

令
和
七
年
一
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

川
岸　

広
明

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

南
海
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
（
数
十
年
？
）、
１
年
が
経
つ
の
が
早

く
感
じ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
『
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱

ら
れ
る
！
』
で
「
大
人
に
な
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に

１
年
が
過
ぎ
る
の
は
な
ぜ
？
」と
い
う
質
問
が
あ
り
、

答
え
は「
人
生
の
ト
キ
メ
キ
が
な
く
な
る
か
ら
～
！
」

で
し
た
。

　

専
門
家
の
解
説
に
よ
る
と
、
時
間
の
感
じ
方
に
は

心
が
ど
の
く
ら
い
動
い
て
い
る
か
が
重
要
で
、
つ
ま

り
、「
ト
キ
メ
キ
を
普
段
か
ら
ど
の
く
ら
い
感
じ
て

い
る
か
？
」
で
変
わ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
子
供
は
好

編 

集 

後 

記

奇
心
旺
盛
で
、
五
感
（
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
、

嗅
覚
）
を
フ
ル
活
用
し
、
い
ろ
ん
な
感
情
を
生
み
出

し
な
が
ら
生
き
て
い
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
時
間
を
長

く
感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。大
人
に
な
っ
て
く
る
と
、

同
じ
よ
う
な
日
常
生
活
の
繰
り
返
し
が
多
く
な
り
ト

キ
メ
キ
の
量
が
少
な
い
た
め
、
時
間
が
短
く
感
じ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

単
調
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
と
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
逆
に
ど
ん
な
に
年
齢

を
重
ね
て
も
新
し
い
事
に
挑
戦
し
た
り
、
好
奇
心
を

持
っ
て
取
り
組
む
と
時
間
の
感
じ
方
も
遅
く
な
り
ま

す
。
近
所
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
ま
た
ペ
ッ
ト

と
一
緒
に
彼
ら
の
感
性
に
触
れ
あ
っ
て
ト
キ
メ
キ
度

を
ア
ッ
プ
し
た
り
、
日
々
の
生
活
で
少
し
で
も
違
っ

た
発
見
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
『
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
～

よ
‼
』
と
叱
ら
れ
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
人
生
の
時

間
を
長
く
楽
し
む
た
め
に
も
好
奇
心
を
持
っ
て
毎
日

を
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
思
う
年
明
け
で
す
。
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四国から、みんなのセカイを変えていく

変えていく、みんなの暮らし

変えていく、みんなの仕事

変えていく、みんなの未来

情報技術とアイデアで、より豊かな社会の実現へ

〒 愛媛県松山市三番町４－９－６ 松山日銀前ビル７
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時
代
に
ま
っ
す
ぐ
、
技
術
に
ま
じ
め
で
す
。

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年
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新しい社会のインフラをつくり、次の時代につなぐ

エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社
西日本事業本部 四国事業部

〒
松山市若草町３番６号 コムウェア松山ビル

情報通信をはじめとする社会インフラ事業で培った

技術と使命を継承し、社会のインフラを構築・創造し、守り、

未来へとつなげることで、人々の暮らしを支える。

人材派遣、人材紹介、アウトソーシング、
障害者雇用、研修など様々な人的課題を解決する
事業を展開しています。

Ｐｕｂｌｉｃ Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

公益財団法人日本公衆電話会

日本公衆電話会は、地域社会の

安全・安心の向上と健全な地域

社会の充実に寄与するための

情報提供と啓発活動に取り組んで

います。

〒790-0808
松山市若草町３番６号 NTT西日本 若草ビル別棟２階
事務局：電話089-936-2378　白石 健一　榎宮 昭彦
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旅のご相談は

亀バス
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